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再
構
築
へ
の
あ
ゆ
み
4

　病
院
だ
よ
り
第
１
１
０
号
よ
り
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
再
構
築

計
画
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
第
４
回

目
は
工
事
日
程
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事務長

岡村和夫

特集

　
　
　
篠
ノ
井
総
合
病
院
　新
病
院

　
　整
備
　第
Ⅰ
期
工
事
　入
札

　
　

　
平
成
25
年
１
月
24
日
に
入
札
を
行
い
、
平
成

25
年
２
月
７
日
に
は
新
病
棟
建
築
予
定
地
で
の

安
全
祈
願
祭
の
後
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

長
野
に
て
起
工
式
典
・
祝
賀
会
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
19
年
１
月
の
耐
震
診
断
実
施
か
ら
６
年
間

か
か
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
篠
ノ
井
総
合
病

院
再
構
築
計
画
が
そ
の
実
現
に
向
け
て
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
く
に
あ
た
り
、
国
・
県
・

長
野
市
・
千
曲
市
は
じ
め
地
元
市
町
村
、
地
元

Ｊ
Ａ
、
医
師
会
、
地
域
住
民
の
皆
様
、
す
べ
て

の
関
係
各
位
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
は
入
札
、
安
全
祈
願
祭
、
起
工
式
、
祝

賀
会
の
報
告
と
、
今
後
の
工
事
日
程
に
つ
い
て

報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
安
全
祈
願
祭
　開
催
　

　
２
月
７
日
（
木
）
午
前
11
時
よ
り
「
篠
ノ
井
総

合
病
院
新
病
院
整
備
第
Ⅰ
期
工
事
」
の
安
全
祈
願

祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
心
配
さ
れ
る

3

天
候
も
、
当
日
は
晴
天
と
な
り
祈
願
祭
に
相
応
し

い
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　
安
全
祈
願
祭
は
建
設
予
定
地
中
央
部
分
に
大
型

テ
ン
ト
を
設
置
し
、
施
行
会
社
、
厚
生
連
、Ｊ
Ａ
、

行
政
関
係
者
約
70

名
が
参
列
さ
れ
ま

し
た
。

　
西
宮
神
社
丸
山

宮
司
さ
ん
の
も
と

神
事
は
清
祓
か
ら

2

始
ま
り
、
地
鎮
の
儀
で

は
穿
初
の
儀
と
し
て
、

盛
岡
理
事
長
と
木
村
院

長
が
力
強
く
鍬
入
れ
を

し
ま
し
た
。
そ
の
後
の

玉
串
奉
奠
で
は
、
木
村

院
長
が
玉
串
を
お
供
え

し
、
病
院
関
係
者
一
同

も
同
拝
し
ま
し
た
。

　
約
１
時
間
の
安
全
祈

願
祭
と
な
り
ま
し
た
が
、
静
粛

の
う
ち
に
執
り
行
う
こ
と
が
で

き
、
工
事
の
安
全
と
無
事
を
祈

り
ま
し
た
。

　
ま
た
当
日
は
、
地
元
報
道
関

係
者
も
含
め
10
社
弱
の
取
材
が

あ
り
、
当
院
の
安
全
祈
願
祭
の

様
子
が
テ
レ
ビ
・
新
聞
に
報
道

さ
れ
ま
し
た
。

入札
神酒拝載

玉串奉奠

病院南棟の南側新病院建設予定地での安全祈願祭会場

木村院長の玉串奉奠時に病院関係者の同拝

清祓

地鎮の儀
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　午
後
１
時
よ
り
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

長
野
に
於
い
て
起
工
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　起
工
式
典
に
は
地
権
者
さ
ん
や
地
元
関
係
者

も
お
越
し
い
た
だ
き
、
約
１
３
０
名
の
式
典
と

な
り
ま
し
た
。
　施
主
挨
拶
後
、
ご
祝
辞
を
参

議
員
議
員
　北
澤
俊
美
様
、
長
野
市
長
代
理
と

し
て
篠
ノ
井
支
所
長
　田
原
章
文
様
、
地
元
医

師
会
を
代
表
し
て
千
曲
医
師
会
長
　山
崎
直
木

様
よ
り
い
た
だ
き
篠
ノ
井
総
合
病
院
運
営
委
員

会
を
代
表
し
て
県
議
会
議
員
　髙
橋
宏
様
の
乾

杯
の
ご
発
声
に
よ
り
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　祝
賀
会
で
は
、
安
全
祈
願
祭
時
の
ビ
デ
オ
を

放
映
し
た
り
と
、
盛
況
の
う
ち
に
執
り
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
当
日
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
内
容
の
一

部
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
文
責
編

集
委
員
会
）

主
催
者
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
本
日
こ
こ
に
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
新
病
院
整

備
第
Ⅰ
期
工
事
の
起
工
式
を
挙
行
す
る
に
あ
た

り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
来
賓

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
公
私
と
も
に
ご
多

用
の
と
こ
ろ
ご
臨
席
の
栄
を
賜
り
、
か
く
も
盛

大
に
式
が
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
主
催
者
と

し
て
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
当
院
は
昭
和
42
年
４
月
に
30
床
で
開

設
し
て
以
来
45
年
が
経
過
し
、
施
設
整
備
を
逐

次
実
施
し
て
き
た
結
果
、
現
在
４
３
３
床
ま
で

規
模
を
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
19
年
１
月
に
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
し
た
古
い

建
物
４
棟
（
本
館
・
東
館
・
放
射
線
科
・Ｉ
Ｃ

Ｕ
棟
）
全
て
に
お
い
て
耐
震
改
修
の
必
要
が
あ

る
と
の
診
断
結
果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
検
討
の
結
果
、
当
該
建
物
を
稼
働
さ
せ
た
ま

ま
診
療
機
能
を
縮
小
ま
た
は
、
一
時
中
断
し
て

の
耐
震
改
修
工
事
施
工
は
、
安
全
な
医
療
提
供

の
妨
げ
と
な
る
た
め
、
病
院
南
側
に
敷
地
を
拡

充
し
て
、
新
た
な
病
院
施
設
を
建
築
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
新
病
院
整
備
方
針
と
し
て
は
、①
地
域
の
医

療
需
要
へ
の
対
応
と
基
幹
病
院
と
し
て
の
役

割
。②
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
充
実
。③
患

者
・
家
族
の
視
点
に
立
っ
た
環
境
整
備
。④
環

境
に
や
さ
し
い
病
院
づ
く
り
。⑤
既
存
施
設
の

活
用
。
以
上
五
項
目
を
挙
げ
、
新
病
院
整
備
計

画
実
現
の
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
全
体

の
新
病
院
整
備
工
事
は
、
第
Ⅰ
期
・
第
Ⅱ
期
に

分
か
れ
、
平
成
24
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
長

期
に
亘
る
工
事
と
な
り
ま
す
。
４
３
３
床
を
維

持
し
、
延
べ
床
面
積
は
現
在
の
１
・
８
倍

に
な
り
ま
す
。
　
今
回
の
、
第
Ⅰ
期
の
工

事
規
模
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地

下
１
階
地
上
７
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
は

約
３
２
，
２
８
０
㎡
で
、
免
震
構
造
を
採

用
、
屋
上
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
し
て
、

平
成
29
年
10
月
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
も
地
域
に
お
け
る
急
性
期
医
療
・

救
急
医
療
・
周
産
期
医
療
の
更
な
る
充
実

を
目
指
し
、
そ
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

健
全
な
経
営
基
盤
を
築
き
な
が
ら
運
営
す

る
所
存
で
お
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
国
・

県
・
長
野
市
・
千
曲
市
始
め
地
元
市
町
村
、

地
元
Ｊ
Ａ
、
医
師
会
、
そ
し
て
地
域
住
民

の
皆
様
か
ら
２
０
，
９
２
９
の
建
築
推
進

の
署
名
を
頂
く
な
ど
関
係
各
位
か
ら
、
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
工
事
を
担
当

さ
れ
ま
す
関
係
者
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
４
年
９
ヶ
月
に
及
ぶ
長
期
間
の
工
事

と
な
り
ま
す
が
、
長
年
培
わ
れ
た
技
術
を

駆
使
さ
れ
、
安
全
に
ご
留
意
さ
れ
無
事
故

で
立
派
に
完
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
衷

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

JA 長野厚生連
代表理事理事長
盛岡　正博

JA長野厚生連
篠ノ井総合病院長
木村　　薫

院
長
挨
拶

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
本
日
は
篠
ノ
井
総
合
病
院
の
起
工
式

に
、
多
く
の
皆
様
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　

　
平
成
19
年
１
月
に
当
院
開
院
以
来
の
築

45
年
の
本
館
な
ど
四
棟
が
耐
震
基
準
を
満

た
せ
ず
建
て
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
こ
に
造
る
か
と
い
う
こ
と
で
検
討
し
た

結
果
、
病
院
南
側
の
職
員
駐
車
場
に
造
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
但
し
、
そ
の
場
所

は
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
で
高
さ
制

限
が
有
り
、
２
階
建
て
の
建
物
し
か
立
て

ら
れ
ず
、
耐
震
性
に
問
題
の
あ
る
建
物
の

半
分
し
か
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
都
市
計
画
審
議
会
で
土
地
の

用
途
変
更
を
し
て
低
層
を
解
除
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
長
野
市
よ
り
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
高
橋
運
営
委
員
長
、
病
院
運
営

委
員
で
あ
る
塩
入
學
市
議
、
望
月
義
寿
市

議
、
松
田
公
平
市
議
、
小
山
峯
晴
前
市
議
、

会
区
の
山
岸
区
長
、Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
の

盛
岡
理
事
長
、
私
等
で
長
野
市
長
に
陳
情

し
、
四
年
が
か
り
で
用
途
変
更
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
元
の
皆
さ
ん
、
国
会
、
県
会
、
市
議

会
の
皆
さ
ん
、
行
政
の
皆
さ
ん
、
設
計
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
皆
さ
ん
、Ｊ
Ａ
長
野

厚
生
連
本
所
、
中
村
前
事
務
長
ら
病
院
Ｏ

Ｂ
の
皆
さ
ん
、
岡
村
事
務
長
ら
病
院
職
員

の
皆
さ
ん
な
ど
、
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
頂
い
た
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
致
し
ま

す
。

　
建
物
な
ど
ハ
ー
ド
は
こ
れ
で
出
来
上
が

り
ま
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
ソ
フ
ト
の
面

も
充
実
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
師
不
足
と
医
療
の
高
度
化
の
中
で
我
々

の
よ
う
な
中
規
模
病
院
は
、
あ
る
特
定
の

分
野
に
機
能
を
集
中
さ
せ
な
い
と
や
っ
て

い
け
ま
せ
ん
。
長
野
市
に
は
特
徴
あ
る
得

意
分
野
を
持
っ
た
病
院
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
特
徴
を
生
か
し
、
機
能

分
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
全
体
で
よ

り
良
い
医
療
が
で
き
る
の
だ
と
考
え
ま

す
。
現
在
当
院
は
救
急
医
療
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
年
間
４
０
０
０
台
の
救
急
搬
送

を
受
け
、
そ
の
内
７
０
０
件
が
心
肺
停
止
、

脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
外
傷
な
ど
の
救
命

処
置
が
必
要
な
第
３
次
救
命
救
急
患
者
で

あ
り
ま
す
。

　
新
病
院
で
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
目

指
し
、
救
命
セ
ン
タ
ー
を
現
在
の
３
倍
の

規
模
に
い
た
し
ま
し
た
。
集
中
治
療
室
も

２
倍
以
上
と
な
り
、
ベ
ッ
ド
数
は
同
じ
で

す
が
、
全
体
と
し
て
現
在
の
建
物
の
１
・

８
倍
の
規
模
に
な
り
ま
す
。
建
物
の
屋
上

に
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
他
、
県
警
の
災
害

ヘ
リ
も
降
り
ら
れ
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
も
造
り

ま
す
。

　
新
病
院
は
免
震
構
造
で
地
震
に
も
強

く
、
地
域
の
救
急
、
災
害
の
拠
点
に
な
り

ま
す
。
現
在
、
病
院
の
東
隣
り
に
災
害
時

の
避
難
場
所
に
も
な
る
大
き
な
篠
ノ
井
中

央
公
園
が
造
成
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ

と
一
体
化
し
て
地
域
の
安
心
安
全
を
守
り

ま
す
。
ま
た
当
院
が
従
来
か
ら
力
を
入
れ

て
き
た
手
術
を
中
心
と
し
た
が
ん
治
療
、

周
産
期
医
療
、
特
色
あ
る
医
療
と
し
て
透

析
、
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
、
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
、
尿
路
結
石
、
内
視
鏡
手
術
、
体

外
受
精
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
中
で
も
私
が
産
婦
人
科
医
だ
か
ら
言
う

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
周
産
期
医
療
は

大
事
で
す
。
次
の
世
代
を
担
う
子
供
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、
元
気
に
育
っ
て
く
れ
な

け
れ
ば
目
本
の
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先

進
国
で
唯
一
人
口
の
増
え
て
い
る
フ
ラ
ン

ス
の
よ
う
に
、
周
産
期
医
療
、
子
育
て
支

援
な
ど
、
国
を
上
げ
て
支
援
す
る
シ
ス
テ

ム
が
絶
対
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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　午
後
１
時
よ
り
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

長
野
に
於
い
て
起
工
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　起
工
式
典
に
は
地
権
者
さ
ん
や
地
元
関
係
者

も
お
越
し
い
た
だ
き
、
約
１
３
０
名
の
式
典
と

な
り
ま
し
た
。
　施
主
挨
拶
後
、
ご
祝
辞
を
参

議
員
議
員
　北
澤
俊
美
様
、
長
野
市
長
代
理
と

し
て
篠
ノ
井
支
所
長
　田
原
章
文
様
、
地
元
医

師
会
を
代
表
し
て
千
曲
医
師
会
長
　山
崎
直
木

様
よ
り
い
た
だ
き
篠
ノ
井
総
合
病
院
運
営
委
員

会
を
代
表
し
て
県
議
会
議
員
　髙
橋
宏
様
の
乾

杯
の
ご
発
声
に
よ
り
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　祝
賀
会
で
は
、
安
全
祈
願
祭
時
の
ビ
デ
オ
を

放
映
し
た
り
と
、
盛
況
の
う
ち
に
執
り
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
当
日
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
内
容
の
一

部
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
文
責
編

集
委
員
会
）

主
催
者
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
本
日
こ
こ
に
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
新
病
院
整

備
第
Ⅰ
期
工
事
の
起
工
式
を
挙
行
す
る
に
あ
た

り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
来
賓

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
公
私
と
も
に
ご
多

用
の
と
こ
ろ
ご
臨
席
の
栄
を
賜
り
、
か
く
も
盛

大
に
式
が
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
主
催
者
と

し
て
喜
び
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
当
院
は
昭
和
42
年
４
月
に
30
床
で
開

設
し
て
以
来
45
年
が
経
過
し
、
施
設
整
備
を
逐

次
実
施
し
て
き
た
結
果
、
現
在
４
３
３
床
ま
で

規
模
を
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
19
年
１
月
に
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
し
た
古
い

建
物
４
棟
（
本
館
・
東
館
・
放
射
線
科
・Ｉ
Ｃ

Ｕ
棟
）
全
て
に
お
い
て
耐
震
改
修
の
必
要
が
あ

る
と
の
診
断
結
果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
検
討
の
結
果
、
当
該
建
物
を
稼
働
さ
せ
た
ま

ま
診
療
機
能
を
縮
小
ま
た
は
、
一
時
中
断
し
て

の
耐
震
改
修
工
事
施
工
は
、
安
全
な
医
療
提
供

の
妨
げ
と
な
る
た
め
、
病
院
南
側
に
敷
地
を
拡

充
し
て
、
新
た
な
病
院
施
設
を
建
築
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
新
病
院
整
備
方
針
と
し
て
は
、①
地
域
の
医

療
需
要
へ
の
対
応
と
基
幹
病
院
と
し
て
の
役

割
。②
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
充
実
。③
患

者
・
家
族
の
視
点
に
立
っ
た
環
境
整
備
。④
環

境
に
や
さ
し
い
病
院
づ
く
り
。⑤
既
存
施
設
の

活
用
。
以
上
五
項
目
を
挙
げ
、
新
病
院
整
備
計

画
実
現
の
検
討
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
全
体

の
新
病
院
整
備
工
事
は
、
第
Ⅰ
期
・
第
Ⅱ
期
に

分
か
れ
、
平
成
24
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
長

期
に
亘
る
工
事
と
な
り
ま
す
。
４
３
３
床
を
維

持
し
、
延
べ
床
面
積
は
現
在
の
１
・
８
倍

に
な
り
ま
す
。
　
今
回
の
、
第
Ⅰ
期
の
工

事
規
模
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地

下
１
階
地
上
７
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
は

約
３
２
，
２
８
０
㎡
で
、
免
震
構
造
を
採

用
、
屋
上
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
し
て
、

平
成
29
年
10
月
の
完
成
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
も
地
域
に
お
け
る
急
性
期
医
療
・

救
急
医
療
・
周
産
期
医
療
の
更
な
る
充
実

を
目
指
し
、
そ
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
、

健
全
な
経
営
基
盤
を
築
き
な
が
ら
運
営
す

る
所
存
で
お
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
国
・

県
・
長
野
市
・
千
曲
市
始
め
地
元
市
町
村
、

地
元
Ｊ
Ａ
、
医
師
会
、
そ
し
て
地
域
住
民

の
皆
様
か
ら
２
０
，
９
２
９
の
建
築
推
進

の
署
名
を
頂
く
な
ど
関
係
各
位
か
ら
、
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
工
事
を
担
当

さ
れ
ま
す
関
係
者
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
４
年
９
ヶ
月
に
及
ぶ
長
期
間
の
工
事

と
な
り
ま
す
が
、
長
年
培
わ
れ
た
技
術
を

駆
使
さ
れ
、
安
全
に
ご
留
意
さ
れ
無
事
故

で
立
派
に
完
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
衷

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

JA 長野厚生連
代表理事理事長
盛岡　正博

JA長野厚生連
篠ノ井総合病院長
木村　　薫

院
長
挨
拶

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
本
日
は
篠
ノ
井
総
合
病
院
の
起
工
式

に
、
多
く
の
皆
様
に
お
い
で
い
た
だ
き
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　

　
平
成
19
年
１
月
に
当
院
開
院
以
来
の
築

45
年
の
本
館
な
ど
四
棟
が
耐
震
基
準
を
満

た
せ
ず
建
て
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
こ
に
造
る
か
と
い
う
こ
と
で
検
討
し
た

結
果
、
病
院
南
側
の
職
員
駐
車
場
に
造
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
但
し
、
そ
の
場
所

は
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
で
高
さ
制

限
が
有
り
、
２
階
建
て
の
建
物
し
か
立
て

ら
れ
ず
、
耐
震
性
に
問
題
の
あ
る
建
物
の

半
分
し
か
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
都
市
計
画
審
議
会
で
土
地
の

用
途
変
更
を
し
て
低
層
を
解
除
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
長
野
市
よ
り
ご
指
導
を
い

た
だ
き
、
高
橋
運
営
委
員
長
、
病
院
運
営

委
員
で
あ
る
塩
入
學
市
議
、
望
月
義
寿
市

議
、
松
田
公
平
市
議
、
小
山
峯
晴
前
市
議
、

会
区
の
山
岸
区
長
、Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
の

盛
岡
理
事
長
、
私
等
で
長
野
市
長
に
陳
情

し
、
四
年
が
か
り
で
用
途
変
更
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
元
の
皆
さ
ん
、
国
会
、
県
会
、
市
議

会
の
皆
さ
ん
、
行
政
の
皆
さ
ん
、
設
計
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
皆
さ
ん
、Ｊ
Ａ
長
野

厚
生
連
本
所
、
中
村
前
事
務
長
ら
病
院
Ｏ

Ｂ
の
皆
さ
ん
、
岡
村
事
務
長
ら
病
院
職
員

の
皆
さ
ん
な
ど
、
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
頂
い
た
皆
さ
ん
に
深
く
感
謝
致
し
ま

す
。

　
建
物
な
ど
ハ
ー
ド
は
こ
れ
で
出
来
上
が

り
ま
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
ソ
フ
ト
の
面

も
充
実
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
師
不
足
と
医
療
の
高
度
化
の
中
で
我
々

の
よ
う
な
中
規
模
病
院
は
、
あ
る
特
定
の

分
野
に
機
能
を
集
中
さ
せ
な
い
と
や
っ
て

い
け
ま
せ
ん
。
長
野
市
に
は
特
徴
あ
る
得

意
分
野
を
持
っ
た
病
院
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
特
徴
を
生
か
し
、
機
能

分
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
全
体
で
よ

り
良
い
医
療
が
で
き
る
の
だ
と
考
え
ま

す
。
現
在
当
院
は
救
急
医
療
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
年
間
４
０
０
０
台
の
救
急
搬
送

を
受
け
、
そ
の
内
７
０
０
件
が
心
肺
停
止
、

脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
外
傷
な
ど
の
救
命

処
置
が
必
要
な
第
３
次
救
命
救
急
患
者
で

あ
り
ま
す
。

　
新
病
院
で
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
目

指
し
、
救
命
セ
ン
タ
ー
を
現
在
の
３
倍
の

規
模
に
い
た
し
ま
し
た
。
集
中
治
療
室
も

２
倍
以
上
と
な
り
、
ベ
ッ
ド
数
は
同
じ
で

す
が
、
全
体
と
し
て
現
在
の
建
物
の
１
・

８
倍
の
規
模
に
な
り
ま
す
。
建
物
の
屋
上

に
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
他
、
県
警
の
災
害

ヘ
リ
も
降
り
ら
れ
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト
も
造
り

ま
す
。

　
新
病
院
は
免
震
構
造
で
地
震
に
も
強

く
、
地
域
の
救
急
、
災
害
の
拠
点
に
な
り

ま
す
。
現
在
、
病
院
の
東
隣
り
に
災
害
時

の
避
難
場
所
に
も
な
る
大
き
な
篠
ノ
井
中

央
公
園
が
造
成
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
れ

と
一
体
化
し
て
地
域
の
安
心
安
全
を
守
り

ま
す
。
ま
た
当
院
が
従
来
か
ら
力
を
入
れ

て
き
た
手
術
を
中
心
と
し
た
が
ん
治
療
、

周
産
期
医
療
、
特
色
あ
る
医
療
と
し
て
透

析
、
リ
ウ
マ
チ
膠
原
病
、
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
、
尿
路
結
石
、
内
視
鏡
手
術
、
体

外
受
精
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
中
で
も
私
が
産
婦
人
科
医
だ
か
ら
言
う

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
周
産
期
医
療
は

大
事
で
す
。
次
の
世
代
を
担
う
子
供
が
た

く
さ
ん
生
ま
れ
、
元
気
に
育
っ
て
く
れ
な

け
れ
ば
目
本
の
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先

進
国
で
唯
一
人
口
の
増
え
て
い
る
フ
ラ
ン

ス
の
よ
う
に
、
周
産
期
医
療
、
子
育
て
支

援
な
ど
、
国
を
上
げ
て
支
援
す
る
シ
ス
テ

ム
が
絶
対
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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平
成
25
年
３
月
９
日
（
土
）、
施
工
業
者

に
よ
る
地
域
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
開
催
報
告
に
合
わ
せ
て
、
そ

の
時
の
資
料
を
基
に
、
工
事
概
要
等
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。

　１
．
工
事
概
要
に
つ
い
て

　
　

工
事
名
称

　
長
野
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
篠
ノ
井
総
合
病
院
新
病
院
整
備
第
Ⅰ
期

　
工
事

工
事
場
所

　
長
野
市
篠
ノ
井
会
６
６
６―

１

建
物
の
用
途

　
病
院

構
　
　造

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

階
　
　数

　
地
上
７
階
　
地
下
１
階

敷
地
面
積
　
　29,680.19 m

²

建
築
面
積
　
　  8,406.36 m

²

延
床
面
積
　
　32,918,33 m

²

工
事
期
間

　
着
工
予
定
　
平
成
25
年
３
月

　
竣
工
予
定
　
平
成
29
年
10
月

　
　

※

工
程
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

工
事
日
程
に
つ
い
て

　
結
び
に
、
本
日
ま
で
皆
様
に
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
厚
情
に
報
い
る
た
め
、
こ
の
地

域
の
医
療
を
守
る
た
め
、
職
員
一
同
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
支
援
、

ご
鞭
捷
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
　
本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
厳
粛
な
う
ち
に
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
、
是
非
工
事
期
間
中
事
故
が
な
く

立
派
な
建
物
が
完
成
す
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
計
画
は
国
の
地
域
再
生
医

療
計
画
の
47
都
道
府
県
の
コ
ン
テ
ス
ト
の

よ
う
な
形
で
し
た
が
、
盛
岡
理
事
長
ほ
か

厚
生
連
の
皆
さ
ん
が
佐
久
総
合
病
院
か
ら

始
ま
る
病
院
再
構
築
計
画
に
、
大
変
夢
の

あ
る
お
話
し
を
本
当
に
熱
心
に
取
組
ん
で

い
た
だ
い
た
結
果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
厚
生
連
の
皆
様
の
地
域
に
対
す
る
愛
情

が
深
か
っ
た
賜
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
国

全
体
が
目
指
し
た
地
域
再
生
医
療
に
立
派

な
建
物
を
ぜ
ひ
造
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
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思
い
ま
す
。
地
域
に
長
年
に
わ
た
っ
て
貢

献
さ
れ
た
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
が
装
い
を

新
た
に
更
に
信
頼
の
高
い
医
療
活
動
を
さ

れ
て
い
た
だ
く
事
を
祈
念
し
て
挨
拶
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
鷲
沢
市
長
が
公
務
の
た
め
に
、
代
わ
り

に
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
篠
ノ

井
総
合
病
院
新
病
院
整
備
第
Ⅰ
期
工
事
起

工
式
を
迎
え
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
事

で
す
。
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
道
程
は
決
し

て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

起
工
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
理
事
長
、

院
長
は
じ
め
職
員
、
関
係
各
位
の
熱
意
と

努
力
の
賜
と
感
じ
て
お
り
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
平
素
は
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
の
職

員
の
皆
様
に
は
保
健
医
療
福
祉
の
提
供
を

通
じ
て
、
市
民
の
健
康
保
持
増
進
に
献
身

的
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
篠
ノ
井
総
合
病
院
は
長
野
市
南

部
か
ら
千
曲
市
、
坂
城
町
に
渡
り
ま
す
地

域
の
公
的
基
幹
病
院
と
し
て
救
急
医
療
、

高
度
専
門
医
療
等
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
こ
の
度
の
新
病
院
整
備
事
業

に
よ
り
病
院
施
設
の
免
震
化
、
患
者
の
療

養
環
境
の
改
善
、
が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性

心
筋
梗
塞
、
救
急
医
療
、
周
産
期
、
小
児

医
療
体
制
の
強
化
な
ど
、
よ
り
一
層
の
医

療
機
能
の
充
実
と
整
備
が
計
ら
れ
る
と
言

う
こ
と
で
す
。

　
本
市
で
は
市
の
行
政
指
針
で
あ
り
ま
す

第
四
次
総
合
基
本
計
画
を
基
本
と
し
地
域

医
療
体
制
の
充
実
を
掲
げ
て
お
り
、
信
頼

さ
れ
る
地
域
の
医
療
と
救
急
体
制
の
も
と
、

だ
れ
で
も
い
つ
で
も
身
近
な
地
域
で
安
心

し
て
質
の
高
い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
町
を

目
指
し
て
各
種
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　
新
病
院
の
整
備
事
業
は
、将
来
に
わ
た
っ

て
地
域
の
救
急
医
療
体
制
や
高
度
専
門
医

療
体
制
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま

さ
に
本
市
南
部
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の

充
実
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
昨
今
、
医
療
制
度
改
革
の
実
施
、

医
療
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
な
ど
、

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
る

な
か
、
信
頼
さ
れ
る
地
域
医
療
は
救
急
体

制
の
充
実
、
高
度
医
療
な
ど
の
医
療
水
準

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
民
の
健

康
を
ト
ー
タ
ル
と
し
て
ど
の
よ
う
に
守
っ

て
い
く
の
か
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
更
級
医
師
会
・
千
曲
医
師
会
を
代
表
し

て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
篠
ノ
井
総
合

病
院
は
「
患
者
本
位
の
医
療
」
と
い
う
基

本
理
念
が
浸
透
し
、
長
野
市
南
部
は
も
と

よ
り
千
曲
医
師
会
管
内
か
ら
も
厚
い
信
頼

を
受
け
て
お
り
、
ま
た
更
級
医
師
会
か
ら

の
全
幅
の
信
頼
を
置
い
て
お
り
ま
す
、
篠

ノ
井
総
合
病
院
は
高
度
医
療
と
救
急
医
療

を
兼
ね
備
え
、
ま
た
災
害
対
応
病
院
と
し

て
も
長
野
市
南
部
方
面
の
中
核
病
院
と
し

て
確
固
た
る
存
在
感
を
示
し
て
お
り
、
そ

の
役
割
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
も
急
病
セ
ン
タ
ー
で
お
世
話
に
な
り

実
際
の
現
場
で
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
基
本
理
念
を
肌
で

感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
新
病
院
整
備

が
篠
ノ
井
総
合
病
院
の
更
な
る
発
展
の
起

点
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
順
調
な
工

事
日
程
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

新
病
院
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

く
れ
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
る
も

の
で
す
。
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お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
基
本
理
念
を
肌
で

感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
新
病
院
整
備

が
篠
ノ
井
総
合
病
院
の
更
な
る
発
展
の
起

点
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
順
調
な
工

事
日
程
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

新
病
院
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て

く
れ
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
る
も

の
で
す
。



２
．
施
行
概
要
に
つ
い
て

　(1)
作
業
時
間
お
よ
び
休
日
に
つ
い
て

　
　
　

　
作
業
時
間
は
原
則
と
し
て
午
前
８
時
か

ら
午
後
６
時
と
し
ま
す
が
、
仕
上
工
事
期

間
の
平
成
25
年
４
月
〜
11
月
に
お
い
て
は

午
後
７
時
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
毎
日
曜
日
は
全
休
と
し
、
祝
祭
日
に
つ

い
て
は
作
業
を
行
い
ま
す
が
、
騒
音
、
振

動
等
に
つ
い
て
は
適
切
な
配
慮
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
左
記
事
情
に
よ
り
や
む
を
え
ず

作
業
時
間
、
ま
た
は
休
日
を
変
更
す
る
必

要
が
生
じ
た
時
に
は
、
事
前
に
掲
示
連
絡

し
て
作
業
を
致
し
ま
す
。

　
①
躯
体
工
事
の
う
ち
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
　
打
設
作
業
と
左
官
作
業

　
②
重
量
物
の
搬
出
入
時
間
、
方
法
、
そ

　
　
の
他
の
所
轄
警
察
等
か
ら
特
別
の
指

　
　
示
の
あ
る
場
合

　
③
建
物
の
躯
体
工
事
完
了
後
の
室
内
仕

　
　
上
げ
工
事
で
、
近
隣
の
皆
様
へ
の
影

　
　
響
が
少
な
い
作
業

　
他
に
台
風
、
地
震
、
工
事
災
害
、
そ
の

他
緊
急
時
、
あ
る
い
は
保
安
上
や
む
を
え

な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
、
時
間
外
作
業

を
行
い
ま
す
。

(2)
交
通
対
策
に
つ
い
て
　

　
①
事
前
説
明
会
に
お
い
て
の
説
明
通
り

　
　
病
院
西
側
の
進
入
路
を
主
と
し
て
作

　
　
業
致
し
ま
す
が
、
掘
削
工
事
期
間
は

　
　
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
す
れ
違
い
に
よ

　
　
る
事
故
防
止
の
た
め
公
園
側
の
東
側

　
　
道
路
を
使
用
し
て
一
方
通
行
に
て
の

　
　
搬
出
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
②
工
事
用
車
両
お
よ
び
一
般
の
通
行
に

　
　
つ
い
て
は
、
所
轄
警
察
署
と
打
ち
合

　
　
わ
せ
を
行
い
、
そ
の
指
示
に
従
い
ま

　
　
す
。

　
③
工
事
用
車
両
の
出
入
り
お
よ
び
一
般

　
　
通
行
人
、
児
童
、
生
徒
の
通
行
、
通

　
　
学
等
の
安
全
を
守
る
た
め
、
交
通
誘

　
　
導
員
を
配
置
し
適
切
な
配
慮
を
行
い

　
　
ま
す
。

　※

工
事
車
両
経
路
　
次
ペ
ー
ジ
の
添
付

　
　
図
①
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い

(3)
危
険
防
止
に
つ
い
て

　
①
敷
地
周
囲
に
は
必
要
に
応
じ
堅
固
な

　
　
仮
囲
を
設
け
、
施
工
中
の
建
物
に
は

　
　
防
音
シ
ー
ト
、
防
護
ネ
ッ
ト
、
落
下

　
　
防
止
柵
等
を
設
置
し
、
場
内
か
ら
の

　
　
飛
散
物
、　
落
下
物
に
よ
る
事
故
防
止

　
　
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
②
作
業
所
内
に
は
消
火
器
、
消
防
用
水

　
　
等
を
常
備
し
、
万
全
の
火
災
防
止
対

　
　
策
を
講
じ
ま
す
。

(4)
騒
音
、
振
動
の
対
策
に
つ
い
て

　
施
行
の
た
め
の
工
事
機
械
、
車
両
等
の

使
用
に
当
た
っ
て
は
法
令
を
遵
守
（
低
騒

音
・
低
振
動
対
策
車
両
）
し
、
そ
の
設
置

場
所
、
使
用
方
法
に
充
分
留
意
し
、
騒
音

振
動
の
減
少
に
努
め
ま
す
。

(5)
敷
地
周
辺
の
掃
除
に
つ
い
て

　
敷
地
に
面
し
た
道
路
に
対
す
る
車
両
出

入
口
に
つ
い
て
は
、
常
に
掃
除
を
心
が
け
、

き
れ
い
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

（6)
ご
近
隣
家
屋
の
被
害
の
補
修
に
つ
い

　て
　
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
万
全
を
期
し
て

作
業
を
進
め
る
つ
も
り
で
す
が
、
万
一
、

皆
様
方
の
家
屋
等
に
損
傷
を
及
ぼ
し
た
場

合
に
は
、
誠
意
を
も
っ
て
話
し
合
い
の
う

え
、
補
修
等
を
致
し
ま
す
。
ま
た
、
損
傷

等
の
恐
れ
の
あ
る
家
屋
に
は
事
前
調
査
の

依
頼
に
伺
い
ま
す
。

　以
上
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
工
事
に

関
す
る
概
要
と
施
工
中
に
お
け
る
留
意
す

る
事
項
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
尚
、
こ
の
工
事
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご

質
問
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
の
者
を

皆
様
の
窓
口
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
恐
縮

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
電
話
に
て
ご
連

絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

連
絡
先
　
戸
田
・
守
谷
建
設
企
業
体

           

　     

作
業
所
長
　
小
山
誉
洋

                    

　  

電
話026-214-3480

　
　
　
　
厚
生
連
篠
ノ
井
総
合
病
院

           

　      

管
理
課
　
　
小
林
洋
一

                    

　  

電
話026-292-2261

(7)
テ
レ
ビ
電
波
障
害
に
つ
い
て

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
又
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
指
定
業
者
に
よ

る
事
前
調
査
に
基
づ
き
、
テ
レ
ビ
電
波
障

害
が
、
当
建
物
に
起
因
す
る
こ
と
が
明
ら

か
な
場
合
に
は
、
テ
レ
ビ
電
波
障
害
除
去

に
必
要
な
措
置
を
行
い
ま
す
。
尚
、
詳
細

に
つ
い
て
は
該
当
さ
れ
る
方
々
と
別
途
協

議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

(8)
工
事
の
管
理
に
つ
い
て

　
竣
工
ま
で
の
工
事
責
任
者
を
常
駐
さ
せ

ま
す
。

(9)
そ
の
他

　
作
業
員
に
つ
い
て
は
、
皆
様
方
に
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
充
分
に

指
導
監
督
を
行
う
よ
う
に
致
し
ま
す
。

　
今
回
の
病
院
工
事
に
伴
い
、
一
部
下
水

道
の
盛
替
工
事
、
既
存
病
院
東
側
の
道
路

拡
張
工
事
が
発
生
い
た
し
ま
す
。
工
事
の

際
に
は
近
隣
方
々
へ
事
前
に
ご
連
絡
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
か
ら
工
事
を
行
う
よ
う
に

い
た
し
ま
す
。
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医療人のコラム 42

さあ，美術館に出かけよう

　
初
め
ま
し
て
．
２
０
１
２
年
11
月
か
ら
赴
任
し
た
糖
尿
病
・
内
分

泌
代
謝
内
科
の
片
倉
正
文
と
申
し
ま
す
．
院
内
の
シ
ス
テ
ム
や
，
ス

タ
ッ
フ
の
名
前
や
顔
，
電
子
カ
ル
テ
の
使
い
方
な
ど
に
面
食
ら
っ
て

い
ま
す
．
何
と
か
，患
者
さ
ん
や
，他
科
の
先
生
方
，ス
タ
ッ
フ
の
方
々
，

職
員
の
方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

　
病
院
だ
よ
り
の
医
療
人
の
コ
ラ
ム
を
書
く
よ
う
に
仰
せ
つ
か
っ
た

の
で
す
が
，
前
号
に
倣
っ
て
，
私
の
趣
味
に
つ
い
て
書
か
せ
て
頂
き

ま
す
．
趣
味
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
テ
レ
ビ
観
戦

や
妻
と
の
温
泉
巡
り
（
一
年
に
一
回
程
度
で
す
が
）
な
ど
で
す
が
，

最
も
う
き
う
き
す
る
の
は
い
ろ
ん
な
美
術
館
を
見
て
回
る
こ
と
で
す
．

特
に
，
日
本
画
や
陶
器
を
見
て
回
る
の
が
大
好
き
で
，
学
会
な
ど
あ

る
と
き
に
は
時
間
を
つ
く
っ
て
そ
の
土
地
の
美
術
館
に
出
か
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
．

　
長
野
市
に
も
水
野
美
術
館
と
い
う
日
本
画
専
門
の
美
術
館
も
あ
り
，

ま
た
，
信
濃
美
術
館
の
東
山
魁
夷
館
な
ど
の
秀
逸
な
美
術
館
も
あ
り
，

と
き
ど
き
出
か
け
ま
す
．
私
が
特
に
お
気
に
入
り
な
の
は
上
野
の
東

京
国
立
博
物
館
，
日
本
橋
の
三
井
記
念
美
術
館
で
す
，
上
野
の
国
立

博
物
館
で
は
数
年
に
一
回
，
正
月
に
だ
け
展
示
す
る
長
谷
川
等
伯
の

「
松
林
図
屏
風
」
が
最
も
お
気
に
入
り
で
，
ソ
フ
ァ
ー
に
座
り
な
が
ら

何
時
間
も
眺
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．
薄
い
墨
で
松
林
を
描
い

て
い
る
だ
け
の
屏
風
な
の
で
す
が
，
こ

れ
を
観
て
い
る
と
日
本
人
の
精
神
性
の
最
も
深
い
と
こ
ろ
を
描
い
て
い

る
よ
う
な
感
じ
で
離
れ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
．

　
日
本
橋
の
三
井
記
念
美
術
館
は
三
井
財
閥
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示

し
て
い
る
美
術
館
な
の
で
す
が
，
中
で
も
茶
の
湯
の
楽
茶
碗
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
秀
逸
で
，見
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
．「
さ
す
が
三
井
！
」

と
い
う
感
じ
で
す
．
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
越
し
に
長
治
郎
（
楽
茶
碗
の
創
始

者
）
の
茶
碗
を
観
て
い
る
と
「
こ
の
茶
碗
で
一
服
飲
め
た
ら
天
に
も
昇

る
心
地
だ
ろ
う
な
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
．

　
上
記
以
外
に
も
上
野
の
芸
大
美
術
館
，
青
山
の
根
津
美
術
館
，
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
の
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
，
二
子
玉
川
の
静
嘉
堂
文
庫
，
帝
国

劇
場
の
上
階
の
出
光
美
術
館
，
上
野
毛
に
あ
る
五
島
美
術
館
な
ど
に
も

企
画
展
が
あ
る
と
き
な
ど
出
か
け
ま
す
．

　
関
西
で
は
京
都
，
奈
良
そ
の
も
の
が
美
術
館
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

す
が
，
大
阪
，
中
之
島
に
あ
る
東
洋
陶
磁
美
術
館
の
中
国
，
朝
鮮
陶
磁

は
見
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
．「
あ
あ
，
ま
た
行
き
た
い
！
！
」．

　
美
術
館
は
私
に
と
っ
て
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
す
．

内分泌代謝科　片倉正文

お医者さん

私　の　か　か　り　つ　け　の
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　今井の駅より西に歩いて 7～ 8 分のところに生
まれ育ち、周りの方々の健康に少しでもお役にたて
ればと思い、生家で開業し１０数年たちました。
　内科・呼吸器科・消化器科を主とし、生活習慣
病の診療を中心に、各種検診・半日ドック検診・
在宅医療等を行っています。内科の場合、慢性疾患
が重複している事も多く、治療・予後に全身の状態
把握が重要です。このため、病気によってはより詳
しい検査が必要なことがあります。また外科的治療
や最先端の治療が必要な場合もあり、ときどき篠ノ
井総合病院の先生方にお願いしお世話になっていま
す。
　（スタッフより「ズケズケとキツクものを言いす
ぎる」と時々叱られながら診療している侍治医（ジ
ジィ）ですが悪気はないのであしからず・・・。

　平成７年に皮膚科専門のクリニックとして、川
中島に開業してから 18 年になります。以前勤務
医として勤めていた病院の皮膚科外来でやってき
た診療は、できる限り継続していこう、新しい治
療法も積極的に採用していこう、という方針でやっ
てきました。開院当初行っていた往診は、時間的
な制約から難しくなりましたが、現在でも皮膚科
小手術は月に 20 件前後施行しています。外来で
は難しい検査や入院が必要な患者さんは、篠ノ井
総合病院などに紹介させていただきますが、どの
先生方も快く引き受けていただき、感謝しており
ます。地域の数少ない皮膚科クリニックの一つと
して、先生方のお力をお借りしながら、少しでも
患者さんのためになっていけたらと思います。こ
れからも宜しくお願いいたします。

今井クリニック丸山内科 松井皮膚科クリニック

松井雅彦　先生丸山彰彦　先生

■診療科目： 内科、呼吸器科、消化器科
■診療時間：8:30 ～ 12:00　15:00 ～ 18:00　
■休 診 日 ：日曜、祝日、木曜・土曜の午後
〒381-2226　長野市川中島町今井 391
TEL026-284-8280　FAX026-284-8238

■診療科目：皮膚科
■診療時間：（月・火・水・金）は、9:00 ～ 12:00、　15:00 ～ 18:00
　　　　　　（土）は、9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 17:00
■ 休 診 日：日曜、祝日、木曜
〒381-2211　長野市川中島町御厨 58-1
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さあ，美術館に出かけよう

　
初
め
ま
し
て
．
２
０
１
２
年
11
月
か
ら
赴
任
し
た
糖
尿
病
・
内
分

泌
代
謝
内
科
の
片
倉
正
文
と
申
し
ま
す
．
院
内
の
シ
ス
テ
ム
や
，
ス

タ
ッ
フ
の
名
前
や
顔
，
電
子
カ
ル
テ
の
使
い
方
な
ど
に
面
食
ら
っ
て

い
ま
す
．
何
と
か
，患
者
さ
ん
や
，他
科
の
先
生
方
，ス
タ
ッ
フ
の
方
々
，

職
員
の
方
々
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

　
病
院
だ
よ
り
の
医
療
人
の
コ
ラ
ム
を
書
く
よ
う
に
仰
せ
つ
か
っ
た

の
で
す
が
，
前
号
に
倣
っ
て
，
私
の
趣
味
に
つ
い
て
書
か
せ
て
頂
き

ま
す
．
趣
味
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
テ
レ
ビ
観
戦

や
妻
と
の
温
泉
巡
り
（
一
年
に
一
回
程
度
で
す
が
）
な
ど
で
す
が
，

最
も
う
き
う
き
す
る
の
は
い
ろ
ん
な
美
術
館
を
見
て
回
る
こ
と
で
す
．

特
に
，
日
本
画
や
陶
器
を
見
て
回
る
の
が
大
好
き
で
，
学
会
な
ど
あ

る
と
き
に
は
時
間
を
つ
く
っ
て
そ
の
土
地
の
美
術
館
に
出
か
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
．

　
長
野
市
に
も
水
野
美
術
館
と
い
う
日
本
画
専
門
の
美
術
館
も
あ
り
，

ま
た
，
信
濃
美
術
館
の
東
山
魁
夷
館
な
ど
の
秀
逸
な
美
術
館
も
あ
り
，

と
き
ど
き
出
か
け
ま
す
．
私
が
特
に
お
気
に
入
り
な
の
は
上
野
の
東

京
国
立
博
物
館
，
日
本
橋
の
三
井
記
念
美
術
館
で
す
，
上
野
の
国
立

博
物
館
で
は
数
年
に
一
回
，
正
月
に
だ
け
展
示
す
る
長
谷
川
等
伯
の

「
松
林
図
屏
風
」
が
最
も
お
気
に
入
り
で
，
ソ
フ
ァ
ー
に
座
り
な
が
ら

何
時
間
も
眺
め
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
．
薄
い
墨
で
松
林
を
描
い

て
い
る
だ
け
の
屏
風
な
の
で
す
が
，
こ

れ
を
観
て
い
る
と
日
本
人
の
精
神
性
の
最
も
深
い
と
こ
ろ
を
描
い
て
い

る
よ
う
な
感
じ
で
離
れ
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
．

　
日
本
橋
の
三
井
記
念
美
術
館
は
三
井
財
閥
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示

し
て
い
る
美
術
館
な
の
で
す
が
，
中
で
も
茶
の
湯
の
楽
茶
碗
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
秀
逸
で
，見
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
．「
さ
す
が
三
井
！
」

と
い
う
感
じ
で
す
．
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
越
し
に
長
治
郎
（
楽
茶
碗
の
創
始

者
）
の
茶
碗
を
観
て
い
る
と
「
こ
の
茶
碗
で
一
服
飲
め
た
ら
天
に
も
昇

る
心
地
だ
ろ
う
な
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
．

　
上
記
以
外
に
も
上
野
の
芸
大
美
術
館
，
青
山
の
根
津
美
術
館
，
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
の
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
，
二
子
玉
川
の
静
嘉
堂
文
庫
，
帝
国

劇
場
の
上
階
の
出
光
美
術
館
，
上
野
毛
に
あ
る
五
島
美
術
館
な
ど
に
も

企
画
展
が
あ
る
と
き
な
ど
出
か
け
ま
す
．

　
関
西
で
は
京
都
，
奈
良
そ
の
も
の
が
美
術
館
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

す
が
，
大
阪
，
中
之
島
に
あ
る
東
洋
陶
磁
美
術
館
の
中
国
，
朝
鮮
陶
磁

は
見
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
．「
あ
あ
，
ま
た
行
き
た
い
！
！
」．

　
美
術
館
は
私
に
と
っ
て
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
す
．
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　今井の駅より西に歩いて 7～ 8 分のところに生
まれ育ち、周りの方々の健康に少しでもお役にたて
ればと思い、生家で開業し１０数年たちました。
　内科・呼吸器科・消化器科を主とし、生活習慣
病の診療を中心に、各種検診・半日ドック検診・
在宅医療等を行っています。内科の場合、慢性疾患
が重複している事も多く、治療・予後に全身の状態
把握が重要です。このため、病気によってはより詳
しい検査が必要なことがあります。また外科的治療
や最先端の治療が必要な場合もあり、ときどき篠ノ
井総合病院の先生方にお願いしお世話になっていま
す。
　（スタッフより「ズケズケとキツクものを言いす
ぎる」と時々叱られながら診療している侍治医（ジ
ジィ）ですが悪気はないのであしからず・・・。

　平成７年に皮膚科専門のクリニックとして、川
中島に開業してから 18 年になります。以前勤務
医として勤めていた病院の皮膚科外来でやってき
た診療は、できる限り継続していこう、新しい治
療法も積極的に採用していこう、という方針でやっ
てきました。開院当初行っていた往診は、時間的
な制約から難しくなりましたが、現在でも皮膚科
小手術は月に 20 件前後施行しています。外来で
は難しい検査や入院が必要な患者さんは、篠ノ井
総合病院などに紹介させていただきますが、どの
先生方も快く引き受けていただき、感謝しており
ます。地域の数少ない皮膚科クリニックの一つと
して、先生方のお力をお借りしながら、少しでも
患者さんのためになっていけたらと思います。こ
れからも宜しくお願いいたします。

今井クリニック丸山内科 松井皮膚科クリニック

松井雅彦　先生丸山彰彦　先生

■診療科目： 内科、呼吸器科、消化器科
■診療時間：8:30 ～ 12:00　15:00 ～ 18:00　
■休 診 日 ：日曜、祝日、木曜・土曜の午後
〒381-2226　長野市川中島町今井 391
TEL026-284-8280　FAX026-284-8238

■診療科目：皮膚科
■診療時間：（月・火・水・金）は、9:00 ～ 12:00、　15:00 ～ 18:00
　　　　　　（土）は、9:00 ～ 12:00、14:00 ～ 17:00
■ 休 診 日：日曜、祝日、木曜
〒381-2211　長野市川中島町御厨 58-1
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　今
回
は
、
手
術
室
に
あ
る
医
療
機
器
に
つ

い
て
お
話
を
し
ま
す
。
手
術
室
に
あ
る
装
置

は
ど
れ
も
病
院
の
中
で
も
特
殊
な
も
の
が
多

く
、
そ
の
数
も
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
臨
床
工
学
科
が
携
わ
る
こ
と
が
多

い
機
器
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
人
工
心
肺
装
置

　・
心
臓
の
役
割
と
は

　心
臓
は
肺
で
酸
素
化
し
た
血
液
を

全
身
に
送
る
ポ
ン
プ
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　
心
臓
・
大
血
管
を
手
術
す
る
た
め
に
は
、

心
臓
の
動
き
を
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
心
臓
が
止
ま
っ
て
い
る
間
、
心
臓
と

肺
の
働
き
を
代
行
し
て
、
血
液
を
全
身
に

送
る
装
置
が
人
工
心
肺
装
置
で
す
。
　
　

　
構
成
は
、
全
身
か
ら
心
臓
に
返
っ
て
き

た
血
液
を
、
心
臓
又
は
血
管
に
入
れ
た

カ
ニ
ュ
ー
レ
と
い
う
管
を
介
し
て
血
液

を
導
き
出
し
、
心
臓
の
代
わ
り
と
な
る

ポ
ン
プ
と
肺
の
代
わ
り
を
す
る
人
工
肺

を
通
し
、
酸
素
を
豊
富
に
含
む
血
液
に

し
た
後
に
、
大
動
脈
に
入
れ
た
カ
ニ
ュ
ー

レ
を
介
し
て
体
に
返
し
ま
す
。
こ
れ
に

い
く
つ
か
の
周
辺
機
器
、
各
種
モ
ニ
タ
ー

を
組
み
合
わ
せ
て
人
工
心
肺
シ
ス
テ
ム

と
し
て
使
用
し
ま
す
。

・
手
術
中
止
ま
っ
て
い
る
心
臓
は
？

　
開
心
術
で
は
「
心
筋
保
護
液
」
と
呼
ば

れ
る
薬
剤
薬
を
心
筋
に
注
入
し
、
心
臓
の

拍
動
を
停
止
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

心
臓
は
柔
ら
か
い
状
態
で
動
か
な
く
な
る

ば
か
り
か
、
心
臓
に
血
液
が
ほ
と
ん
ど

還
っ
て
こ
な
い
状
態
に
な
っ
て
、
心
臓
内

部
の
細
か
な
手
術
が
行
え
る
よ
う
に
な
る

の
で
す
。
心
筋

保
護
液
は
心
停

止
中
に
余
分
な

心
筋
の
代
謝
を

抑
え
、
心
筋
細

胞
が
低
酸
素
状

態
に
陥
っ
て
障

害
さ
れ
る
の
を

防
ぎ
ま
す
。

②
手
術
用
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
装
置

　　
現
在
、
脳
神
経
外
科
・
耳
鼻
科
・
整
形

外
科
領
域
を
中
心
に
手
術
用
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
術
前
に
撮
影
さ
れ
た
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
モ
ニ
タ
ー
画
像
上
に
、
手
術
器
具
の
先

端
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
し
、
目
的
部

位
に
正
し
く
導
く
手
術
用
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
で
す
。
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
く
似
て
い
て
術
者
は
患
者
情
報
と

い
う
地
図
（
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
を
も
と
に

手
術
器
具
と
い
う
車
を
慎
重
に
３
次
元
の

画
像
を
見
な
が
ら
手
術
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③
内
視
鏡
手
術
装
置

　
一
般
に
内
視
鏡
と
は
胃
カ

メ
ラ
を
連
想
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
各
診
療
科
に
及
ぶ

そ
れ
は
形
状
や
サ
イ
ズ
も
異

な
り
ま
す
。
使
用
用
途
に

よ
っ
て
様
々
な
も
の
が
あ
り

ま
す
し
名
称
も
異
な
り
、
腹

腔
の
も
の
は
復
腔
鏡
、
胸
腔

の
も
の
は
胸
腔
鏡
、
関
節
の

も
の
は
関
節
鏡
と
こ
の
よ
う

に
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は

腹
腔
鏡
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

ま
た
カ
メ
ラ
以
外
の
構
成
は
カ
メ
ラ
を
制

御
す
る
た
め
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
装
置
、
安

定
し
た
光
を
送
る
光
源
装
置
、
お
腹
を
膨

ら
ま
す
た
め
の
気
腹
装
置
、
画
像
を
映
し

出
す
モ
ニ
タ
ー
、
動
画
や
静
止
画
に
対
応

し
た
記
録
装
置
等
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
腹
腔
と
は
「
お
な
か
の
な
か
」
で
あ
り
、

胃
や
腸
な
ど
の
臓
器
が
納
ま
っ
て
い
る
空

間
で
す
。
腹
腔
鏡
手
術
は
、
腹
部
に
数
ミ

リ
程
の
穴
を
４
〜
５
箇
所
あ
け
て
、
そ
こ

か
ら
カ
メ
ラ
や
専
用
の
電
気
メ
ス
、
鉗
子

（
か
ん
し
）
と
い
う
組
織
を
持
っ
た
り
は

が
し
た
り
す
る
道
具
な
ど
を
入
れ
て
、
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
行
う
手
術
で

す
。
最
大
の
特
徴
は
低
侵
襲
（
体
へ
の
負

担
が
少
な
い
）
手
術
で
あ
る
こ
と
で
す
。

術
後
の
痛
み
が
軽
く
、
早
期
の
離
床
が
可

能
で
す
。
さ
ら
に
、
開
腹
術
と
比
べ
て
腹

腔
内
が
空
気
に
さ
ら
さ
れ
な
い
た
め
、
術

後
の
腸
の
動
き
だ
し
が
早
く
食
事
も
早
く

開
始
で
き
た
り
、
腸
閉
塞
症
に
な
り
に
く

い
な
ど
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
、
入
院
期
間
の
短
縮
、
早
期
の
社

会
復
帰
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
術
者
側

の
利
点
と
し
て
は
、
カ
メ
ラ
が
近
接
す
る

こ
と
で
細
部
ま
で
観
察
可
能
と
な
り
、
細

か
い
操
作
が
で
き
、
よ
り
確
実
に
で
き
る

点
で
す
。

④
全
身
麻
酔
器

　　
麻
酔
と
は
、
外
科
手
術
な
ど
で
意
識
を

な
く
し
な
が
ら
痛
み
を
感
じ
な
く
す
る
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
筋
肉
を
弛
緩
さ
せ
反
射

を
起
こ
さ
せ
な
い
と
い
う
役
割
が
あ
り
ま

す
。 

全
身
麻
酔
は
呼
吸
が
弱
く
な
る
の
で
、

必
ず
「
麻
酔
器
」
を
使
い
、
必
要
な
酸
素

を
供
給
し
管
理
し
な
が
ら
麻
酔
を
行
い
ま

す
。

　
全
身
麻
酔
器
が
人
工
呼
吸
器
と
大
き
く

異
な
る
の
は
、
麻
酔
ガ
ス
を
含
ん
だ
呼
気

を
再
度
利
用
す
る
た
め
、
反
閉
鎖
（
循
環

式
）回
路
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
た
め
の
吸
収
薬

が
必
要
で
す
。

　
全
身
麻
酔
器
の
構
造
は
、
大
き
く
分
け

て
「
ガ
ス
供
給
部
」
と
「
呼
吸
回
路
部
」

に
分
か
れ
、「
ガ
ス
供
給
部
」
で
、
麻
酔

薬
を
気
化
さ
せ
て
そ
れ
に
酸
素
や
笑
気
ガ

ス
（
亜
酸
化
窒
素
）
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
麻

酔
用
の
ガ
ス
を
作
り
出
し
、「
呼
吸
回
路

部
」で
そ
の
ガ
ス
を
患
者
さ
ん
に
供
給
し
、

患
者
さ
ん
が
吐
き
出
し
た
ガ
ス
を
再
び
循

環
さ
せ
呼
吸
を
管
理
し
ま
す
。

・
新
し
い
手
術
ス
タ
イ
ル

　
近
年
、
外
科
手
術
に
お
い
て
、
超
低
侵

襲
治
療
と
い
う
言
葉
を
時
々
耳
に
す
る
と

思
い
ま
す
。手
術
機
器
の
急
速
な
発
展
と
、

術
式
の
開
発
、
普
及
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

は
手
術
の
適
用
を
見
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な

い
よ
う
な
症
例
に
お
い
て
も
、
安
全
に
手

術
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
と
い
わ

れ
る
も
の
で
す
。

　
そ
も
そ
も
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
意
味
は

「
２
つ
以
上
の
異
質
な
も
の
を
組
み
合
わ

せ
て
ひ
と
つ
の
目
的
を
な
す
」
こ
と
を
指

し
ま
す
。
例
え
ば
、
観
血
的
な
外
科
治
療

を
お
こ
な
う
従
来
の
手
術
に
加
え
、
経
皮

的
な
内
科
的
治
療
を
組
み
合
わ
せ
て
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
と
い
う
表
し
方
が
一
般

的
に
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
普
及
す
る
に

は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
、①

設
備
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
。②
設
備

が
大
掛
か
り
で
あ
る
こ
と
。③
設
備
が
特

殊
す
ぎ
る
こ
と
。
な
ど
設
備
側
の
問
題
が

多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
手
術
ス
タ

イ
ル
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
の
も
現
実

と
し
て
受
け
止
め
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
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内視鏡手術

　今
回
は
、
手
術
室
に
あ
る
医
療
機
器
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。
手
術
室
に
あ
る

装
置
は
ど
れ
も
病
院
の
中
で
も
特
殊
な
も
の
が
多
く
、そ
の
数
も
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
臨
床
工
学
科
が
携
わ
る
こ
と
が
多
い
機
器
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



　今
回
は
、
手
術
室
に
あ
る
医
療
機
器
に
つ

い
て
お
話
を
し
ま
す
。
手
術
室
に
あ
る
装
置

は
ど
れ
も
病
院
の
中
で
も
特
殊
な
も
の
が
多

く
、
そ
の
数
も
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
臨
床
工
学
科
が
携
わ
る
こ
と
が
多

い
機
器
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
人
工
心
肺
装
置

　・
心
臓
の
役
割
と
は

　心
臓
は
肺
で
酸
素
化
し
た
血
液
を

全
身
に
送
る
ポ
ン
プ
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　
心
臓
・
大
血
管
を
手
術
す
る
た
め
に
は
、

心
臓
の
動
き
を
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
心
臓
が
止
ま
っ
て
い
る
間
、
心
臓
と

肺
の
働
き
を
代
行
し
て
、
血
液
を
全
身
に

送
る
装
置
が
人
工
心
肺
装
置
で
す
。
　
　

　
構
成
は
、
全
身
か
ら
心
臓
に
返
っ
て
き

た
血
液
を
、
心
臓
又
は
血
管
に
入
れ
た

カ
ニ
ュ
ー
レ
と
い
う
管
を
介
し
て
血
液

を
導
き
出
し
、
心
臓
の
代
わ
り
と
な
る

ポ
ン
プ
と
肺
の
代
わ
り
を
す
る
人
工
肺

を
通
し
、
酸
素
を
豊
富
に
含
む
血
液
に

し
た
後
に
、
大
動
脈
に
入
れ
た
カ
ニ
ュ
ー

レ
を
介
し
て
体
に
返
し
ま
す
。
こ
れ
に

い
く
つ
か
の
周
辺
機
器
、
各
種
モ
ニ
タ
ー

を
組
み
合
わ
せ
て
人
工
心
肺
シ
ス
テ
ム

と
し
て
使
用
し
ま
す
。

・
手
術
中
止
ま
っ
て
い
る
心
臓
は
？

　
開
心
術
で
は
「
心
筋
保
護
液
」
と
呼
ば

れ
る
薬
剤
薬
を
心
筋
に
注
入
し
、
心
臓
の

拍
動
を
停
止
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て

心
臓
は
柔
ら
か
い
状
態
で
動
か
な
く
な
る

ば
か
り
か
、
心
臓
に
血
液
が
ほ
と
ん
ど

還
っ
て
こ
な
い
状
態
に
な
っ
て
、
心
臓
内

部
の
細
か
な
手
術
が
行
え
る
よ
う
に
な
る

の
で
す
。
心
筋

保
護
液
は
心
停

止
中
に
余
分
な

心
筋
の
代
謝
を

抑
え
、
心
筋
細

胞
が
低
酸
素
状

態
に
陥
っ
て
障

害
さ
れ
る
の
を

防
ぎ
ま
す
。

②
手
術
用
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
装
置

　　
現
在
、
脳
神
経
外
科
・
耳
鼻
科
・
整
形

外
科
領
域
を
中
心
に
手
術
用
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
術
前
に
撮
影
さ
れ
た
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
モ
ニ
タ
ー
画
像
上
に
、
手
術
器
具
の
先

端
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
表
示
し
、
目
的
部

位
に
正
し
く
導
く
手
術
用
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
で
す
。
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
く
似
て
い
て
術
者
は
患
者
情
報
と

い
う
地
図
（
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
を
も
と
に

手
術
器
具
と
い
う
車
を
慎
重
に
３
次
元
の

画
像
を
見
な
が
ら
手
術
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③
内
視
鏡
手
術
装
置

　
一
般
に
内
視
鏡
と
は
胃
カ

メ
ラ
を
連
想
さ
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
各
診
療
科
に
及
ぶ

そ
れ
は
形
状
や
サ
イ
ズ
も
異

な
り
ま
す
。
使
用
用
途
に

よ
っ
て
様
々
な
も
の
が
あ
り

ま
す
し
名
称
も
異
な
り
、
腹

腔
の
も
の
は
復
腔
鏡
、
胸
腔

の
も
の
は
胸
腔
鏡
、
関
節
の

も
の
は
関
節
鏡
と
こ
の
よ
う

に
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は

腹
腔
鏡
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

ま
た
カ
メ
ラ
以
外
の
構
成
は
カ
メ
ラ
を
制

御
す
る
た
め
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
装
置
、
安

定
し
た
光
を
送
る
光
源
装
置
、
お
腹
を
膨

ら
ま
す
た
め
の
気
腹
装
置
、
画
像
を
映
し

出
す
モ
ニ
タ
ー
、
動
画
や
静
止
画
に
対
応

し
た
記
録
装
置
等
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
腹
腔
と
は
「
お
な
か
の
な
か
」
で
あ
り
、

胃
や
腸
な
ど
の
臓
器
が
納
ま
っ
て
い
る
空

間
で
す
。
腹
腔
鏡
手
術
は
、
腹
部
に
数
ミ

リ
程
の
穴
を
４
〜
５
箇
所
あ
け
て
、
そ
こ

か
ら
カ
メ
ラ
や
専
用
の
電
気
メ
ス
、
鉗
子

（
か
ん
し
）
と
い
う
組
織
を
持
っ
た
り
は

が
し
た
り
す
る
道
具
な
ど
を
入
れ
て
、
テ

レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
行
う
手
術
で

す
。
最
大
の
特
徴
は
低
侵
襲
（
体
へ
の
負

担
が
少
な
い
）
手
術
で
あ
る
こ
と
で
す
。

術
後
の
痛
み
が
軽
く
、
早
期
の
離
床
が
可

能
で
す
。
さ
ら
に
、
開
腹
術
と
比
べ
て
腹

腔
内
が
空
気
に
さ
ら
さ
れ
な
い
た
め
、
術

後
の
腸
の
動
き
だ
し
が
早
く
食
事
も
早
く

開
始
で
き
た
り
、
腸
閉
塞
症
に
な
り
に
く

い
な
ど
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
、
入
院
期
間
の
短
縮
、
早
期
の
社

会
復
帰
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
術
者
側

の
利
点
と
し
て
は
、
カ
メ
ラ
が
近
接
す
る

こ
と
で
細
部
ま
で
観
察
可
能
と
な
り
、
細

か
い
操
作
が
で
き
、
よ
り
確
実
に
で
き
る

点
で
す
。

④
全
身
麻
酔
器

　　
麻
酔
と
は
、
外
科
手
術
な
ど
で
意
識
を

な
く
し
な
が
ら
痛
み
を
感
じ
な
く
す
る
こ

と
で
す
。
さ
ら
に
筋
肉
を
弛
緩
さ
せ
反
射

を
起
こ
さ
せ
な
い
と
い
う
役
割
が
あ
り
ま

す
。 

全
身
麻
酔
は
呼
吸
が
弱
く
な
る
の
で
、

必
ず
「
麻
酔
器
」
を
使
い
、
必
要
な
酸
素

を
供
給
し
管
理
し
な
が
ら
麻
酔
を
行
い
ま

す
。

　
全
身
麻
酔
器
が
人
工
呼
吸
器
と
大
き
く

異
な
る
の
は
、
麻
酔
ガ
ス
を
含
ん
だ
呼
気

を
再
度
利
用
す
る
た
め
、
反
閉
鎖
（
循
環

式
）回
路
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
た
め
の
吸
収
薬

が
必
要
で
す
。

　
全
身
麻
酔
器
の
構
造
は
、
大
き
く
分
け

て
「
ガ
ス
供
給
部
」
と
「
呼
吸
回
路
部
」

に
分
か
れ
、「
ガ
ス
供
給
部
」
で
、
麻
酔

薬
を
気
化
さ
せ
て
そ
れ
に
酸
素
や
笑
気
ガ

ス
（
亜
酸
化
窒
素
）
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
麻

酔
用
の
ガ
ス
を
作
り
出
し
、「
呼
吸
回
路

部
」で
そ
の
ガ
ス
を
患
者
さ
ん
に
供
給
し
、

患
者
さ
ん
が
吐
き
出
し
た
ガ
ス
を
再
び
循

環
さ
せ
呼
吸
を
管
理
し
ま
す
。

・
新
し
い
手
術
ス
タ
イ
ル

　
近
年
、
外
科
手
術
に
お
い
て
、
超
低
侵

襲
治
療
と
い
う
言
葉
を
時
々
耳
に
す
る
と

思
い
ま
す
。手
術
機
器
の
急
速
な
発
展
と
、

術
式
の
開
発
、
普
及
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

は
手
術
の
適
用
を
見
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な

い
よ
う
な
症
例
に
お
い
て
も
、
安
全
に
手

術
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
と
い
わ

れ
る
も
の
で
す
。

　
そ
も
そ
も
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
意
味
は

「
２
つ
以
上
の
異
質
な
も
の
を
組
み
合
わ

せ
て
ひ
と
つ
の
目
的
を
な
す
」
こ
と
を
指

し
ま
す
。
例
え
ば
、
観
血
的
な
外
科
治
療

を
お
こ
な
う
従
来
の
手
術
に
加
え
、
経
皮

的
な
内
科
的
治
療
を
組
み
合
わ
せ
て
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
と
い
う
表
し
方
が
一
般

的
に
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
普
及
す
る
に

は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
、①

設
備
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
。②
設
備

が
大
掛
か
り
で
あ
る
こ
と
。③
設
備
が
特

殊
す
ぎ
る
こ
と
。
な
ど
設
備
側
の
問
題
が

多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
手
術
ス
タ

イ
ル
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
の
も
現
実

と
し
て
受
け
止
め
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で

す
。
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　豆臨

床
工
学
科

　主
任

　尾
崎

　稔 ⑤

臨
床
工
学
科
か
ら
の

っ
て
お
き
た
い

知
識

全身麻酔器

人工心肺装置

ナビゲーション画面

内視鏡手術

　今
回
は
、
手
術
室
に
あ
る
医
療
機
器
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
す
。
手
術
室
に
あ
る

装
置
は
ど
れ
も
病
院
の
中
で
も
特
殊
な
も
の
が
多
く
、そ
の
数
も
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
臨
床
工
学
科
が
携
わ
る
こ
と
が
多
い
機
器
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



治療食
シリーズ

時
間
栄
養
学
に
基
づ
い
た

　
　正
し
い
食
習
慣
に
つ
い
て

１．体のリズムを作る時計遺伝子
　元々体は 25 時間のリズムがあり、放っておくと１日は 24 時間である為、時間と
リズムにずれが起きてきます。それをリセットするには、脳にある主時計遺伝子と、
内臓にある末梢時計遺伝子を正す必要があります。
２．朝日を浴びる事で一日のリズムが整う
　朝の太陽の光を浴びると、全身に「朝です！」と情報が伝わり、時計遺伝子のリ
ズムが整います。
3．朝食が時計遺伝子を 24時間に正しくリセットする
　脳はブドウ糖が唯一の栄養源です。寝ている間にもブドウ糖は消費される為、朝
食を抜いた場合、エネルギー不足を招き結果、体温が下がり体の代謝が低下します。
午前中の仕事や勉強にも悪影響を引き起こします。
４．脂肪は夜食で作られる
　夜９時以降（就寝 2～ 3 時間前）に取ると夜は眠るだけなので、エネルギーは消
費されず、体は食べた物を脂肪に変えて蓄えようとします。夕食が遅い場合は、途
中で少し食べるようにし、帰宅後は軽めに済ます事が望ましいです。
５．現代人は、エネルギー摂取量が減っているが、肥満者が増えている理由
　日本人の摂取エネルギーは 1970 年代と比較すると約 2200kca1 から 1800kca1
程度に減っていると言われています。　しかし肥満者が増えている事はグルメでお
いしい物ばかり食べている結果だけではなく、食べる時間にも問題があります。そ
の理由の一つに、朝食を抜くと体は防衛反応を起こす為、エネルギーを節約し脂肪
の合成を促進する事と、夜遅い時間に食べる事が原因であると言われています。
６．朝・昼・タのエネルギー配分は？
　現代は、朝食を食べない方が多いという為、朝・昼・夕の配分は、１：２：７で
あると言われています。理想的な配分は、３：３：４が望ましいと言われています。

７．朝食で摂りたい栄養素は？
　朝最低限摂りたい栄養素は、ごはん、パン、麺などの穀類、卵、肉、魚、大豆、
大豆製品などのたんぱく質です。おにぎりだけ、パンだけでは食べない事と
同じと言われています。

　「時間栄養学」という言葉をご存知ですか？　時間栄養
学とは私たちの体のリズムを作る「時計遺伝子」という遺
伝子が支配する日周リズムが、栄養に及ぼす影響を研究す
る科学の事をいい、現在注目されている新しい栄養学です。
　それでは、時間栄養学に基づいた正しい食習慣について
ご紹介致します。

管
理
栄
養
士

西
澤
　恵

それでは、夕食に適したヘルシーレシピの御紹介を致します。

春野菜のホットサラダ

メインのおか
ず

サブのおかず

【材料　２人分】
鶏挽き肉・・・・・・・40g　　　　　　　　
木綿豆腐・・・・・・・40g　　　　　　　　
玉ねぎ・・・・・・・・15g　　　　　　　　
炒め油・・・・・・・・2g　　　　　　　　
ひじき・・・・・・・・適量　　　　　　　　
塩・・・・・・・・・・0.3g　　　　　　　　
コショウ・・・・・・・少々　　　　　　　　
パン粉・・・・・・・・2g　　　　　　　　
卵・・・・・・・・・・5g　　　　　　　　
植物油・・・・・・・・3g　　　　　　　　
中濃ソース・・・・・・7g　　　　　　　　
トマトケチャップ・・・10g　　　　　
赤ワイン・・・・・・・5g　　　　　　　　
アスパラガス（添え）・20g　　　　　　

【一人分の栄養価】　　　　　　　　　　　　　　
●熱量 :180kcal　　●たんぱく質 :12.6g　　　　　　　　●脂質 :8.5g　　　●塩分 :1.0ｇ

【一人分の栄養価】　　　　　　　　　　　　　　
●熱量 :　35kcal　　●たんぱく質 :　2.9g　　　　　　　　●脂質 :　0.5g　　　●塩分 :　0.7ｇ

【作り方】
① 木綿豆腐はお皿にのせ、ラップはせずに電子レンジ（500W）で
　３分加熱をする。その後ざるにあげて水気をきる。アスパラガス
　は茄でておく。
②玉ねぎはみじん切りにし、油で炒めて冷ましておく。ひじきは、
　乾燥ひじきの場合適量を水でもどしておく。
③ボールに鶏挽き肉、塩、コショウ、卵、パン粉、炒めた玉ねぎ、
　ひじきを入れてよく混ぜ合わせる。その後、形を小判型に整える。
④フライパンを熟し、油をひいて肉を焼く。
⑤肉の両面に火が通り焼けたら、肉を取り出す。その後、フライパ
　ンにソースとケチャップ、赤ワインを入れて煮立てる。そこへ取
　り出した肉を戻し入れ、３分程煮る。
⑥お皿に肉を盛り付け、アスパラを添えて出来上がり。

【材料　1人分】
ブロッコリー・・・・・・30g　　　　　　　
スナップえんどう・・・・10g　　　　
エリンギ・・・・・・・・15g　　　　　　　
パプリカ・・・・・・・・15g　　　　　　　
ノンオイルドレッシング・15g　　

【作り方】
① ブロッコリー、スナップえんどうエリンギ、
　パプリカを茄でる。
②茄で終えたら、ざるにあげておく。
③お皿に盛り付けて、ノンオイルドレツシング
　をかけたら出来上がり。
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治療食
シリーズ

時
間
栄
養
学
に
基
づ
い
た

　
　正
し
い
食
習
慣
に
つ
い
て

１．体のリズムを作る時計遺伝子
　元々体は 25 時間のリズムがあり、放っておくと１日は 24 時間である為、時間と
リズムにずれが起きてきます。それをリセットするには、脳にある主時計遺伝子と、
内臓にある末梢時計遺伝子を正す必要があります。
２．朝日を浴びる事で一日のリズムが整う
　朝の太陽の光を浴びると、全身に「朝です！」と情報が伝わり、時計遺伝子のリ
ズムが整います。
3．朝食が時計遺伝子を 24時間に正しくリセットする
　脳はブドウ糖が唯一の栄養源です。寝ている間にもブドウ糖は消費される為、朝
食を抜いた場合、エネルギー不足を招き結果、体温が下がり体の代謝が低下します。
午前中の仕事や勉強にも悪影響を引き起こします。
４．脂肪は夜食で作られる
　夜９時以降（就寝 2～ 3 時間前）に取ると夜は眠るだけなので、エネルギーは消
費されず、体は食べた物を脂肪に変えて蓄えようとします。夕食が遅い場合は、途
中で少し食べるようにし、帰宅後は軽めに済ます事が望ましいです。
５．現代人は、エネルギー摂取量が減っているが、肥満者が増えている理由
　日本人の摂取エネルギーは 1970 年代と比較すると約 2200kca1 から 1800kca1
程度に減っていると言われています。　しかし肥満者が増えている事はグルメでお
いしい物ばかり食べている結果だけではなく、食べる時間にも問題があります。そ
の理由の一つに、朝食を抜くと体は防衛反応を起こす為、エネルギーを節約し脂肪
の合成を促進する事と、夜遅い時間に食べる事が原因であると言われています。
６．朝・昼・タのエネルギー配分は？
　現代は、朝食を食べない方が多いという為、朝・昼・夕の配分は、１：２：７で
あると言われています。理想的な配分は、３：３：４が望ましいと言われています。

７．朝食で摂りたい栄養素は？
　朝最低限摂りたい栄養素は、ごはん、パン、麺などの穀類、卵、肉、魚、大豆、
大豆製品などのたんぱく質です。おにぎりだけ、パンだけでは食べない事と
同じと言われています。

　「時間栄養学」という言葉をご存知ですか？　時間栄養
学とは私たちの体のリズムを作る「時計遺伝子」という遺
伝子が支配する日周リズムが、栄養に及ぼす影響を研究す
る科学の事をいい、現在注目されている新しい栄養学です。
　それでは、時間栄養学に基づいた正しい食習慣について
ご紹介致します。

管
理
栄
養
士

西
澤
　恵

それでは、夕食に適したヘルシーレシピの御紹介を致します。

春野菜のホットサラダ

メインのおか
ず

サブのおかず

【材料　２人分】
鶏挽き肉・・・・・・・40g　　　　　　　　
木綿豆腐・・・・・・・40g　　　　　　　　
玉ねぎ・・・・・・・・15g　　　　　　　　
炒め油・・・・・・・・2g　　　　　　　　
ひじき・・・・・・・・適量　　　　　　　　
塩・・・・・・・・・・0.3g　　　　　　　　
コショウ・・・・・・・少々　　　　　　　　
パン粉・・・・・・・・2g　　　　　　　　
卵・・・・・・・・・・5g　　　　　　　　
植物油・・・・・・・・3g　　　　　　　　
中濃ソース・・・・・・7g　　　　　　　　
トマトケチャップ・・・10g　　　　　
赤ワイン・・・・・・・5g　　　　　　　　
アスパラガス（添え）・20g　　　　　　

【一人分の栄養価】　　　　　　　　　　　　　　
●熱量 :180kcal　　●たんぱく質 :12.6g　　　　　　　　●脂質 :8.5g　　　●塩分 :1.0ｇ

【一人分の栄養価】　　　　　　　　　　　　　　
●熱量 :　35kcal　　●たんぱく質 :　2.9g　　　　　　　　●脂質 :　0.5g　　　●塩分 :　0.7ｇ

【作り方】
① 木綿豆腐はお皿にのせ、ラップはせずに電子レンジ（500W）で
　３分加熱をする。その後ざるにあげて水気をきる。アスパラガス
　は茄でておく。
②玉ねぎはみじん切りにし、油で炒めて冷ましておく。ひじきは、
　乾燥ひじきの場合適量を水でもどしておく。
③ボールに鶏挽き肉、塩、コショウ、卵、パン粉、炒めた玉ねぎ、
　ひじきを入れてよく混ぜ合わせる。その後、形を小判型に整える。
④フライパンを熟し、油をひいて肉を焼く。
⑤肉の両面に火が通り焼けたら、肉を取り出す。その後、フライパ
　ンにソースとケチャップ、赤ワインを入れて煮立てる。そこへ取
　り出した肉を戻し入れ、３分程煮る。
⑥お皿に肉を盛り付け、アスパラを添えて出来上がり。

【材料　1人分】
ブロッコリー・・・・・・30g　　　　　　　
スナップえんどう・・・・10g　　　　
エリンギ・・・・・・・・15g　　　　　　　
パプリカ・・・・・・・・15g　　　　　　　
ノンオイルドレッシング・15g　　

【作り方】
① ブロッコリー、スナップえんどうエリンギ、
　パプリカを茄でる。
②茄で終えたら、ざるにあげておく。
③お皿に盛り付けて、ノンオイルドレツシング
　をかけたら出来上がり。
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病
院
に
対
す
る
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

み
な
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見

　
私
た
ち
は
、
昭
和
42
年
の
病
院
開
設
以
来
、
地
域
の
皆
様
の
命
と
健
康
を
守
る
べ
く
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
包
括
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
患
者
様
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
さ
ら
に
よ
り
良
い
医
療
の
あ
り
方
を
考
え
実

践
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

診
察
時
の
対
応

　
診
察
中
に
パ
ソ
コ
ン
ば
か
り
見

て
い
て
患
者
を
見
な
い
医
師
が
い
る
の
で

改
善
し
て
ほ
し
い
。

      

手
す
り
が
欲
し
か
っ
た

　手
術
を
終
え
退
院
し
た
時
の
事
で

し
た
。
家
族
に
支
え
ら
れ
て
玄
関
北

側
の
歩
道
へ
降
り
る
石
段
で
足
が
弱

く
な
っ
て
い
た
の
で
転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
家

族
や
傍
ら
に
居
ら
れ
た
看
護
師
に
支
え
ら
れ
て
立

ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
そ

の
時
私
が
「
こ
こ
に
手
す

り
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
後

手
す
り
が
取
り
付
け
ら
れ

た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

親
切
に
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　救
急
車
で
運
ば
れ
、
検
査
等
手
早
く

手
当
て
を
し
て
頂
き
退
院
に
な
り
ま
し

た
。
入
院
中
は
医
師
を
は
じ
め
看
護
師

の
方
々
に
大
変
親
切
に
し
て
頂
き
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
は
も
と
よ
り
、
モ
ッ
プ
が
け
の
皆

様
に
も
言
葉
が
け
か
ら
親
切
で
本
当
に

有
り
難
く
思
い
ま
し
た
。
患
者
も
様
々

な
方
が
い
ま
す
が
全
員
が
温
か
く
接
し

ら
れ
て
い
る
の
を
拝
見
す
る
と
頭
が
下

が
り
ま
す
。

　ご
意
見

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
す
。
診
療
内
容
を
電
子
媒
体
に
記
録
し

て
い
る
た
め
必
然
的
に
パ
ソ
コ
ン
に
目
を

向
け
る
こ
と
は
多
く
な
り
ま
す
。
今
ま
で

も
意
識
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん

に
今
回
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
今
後
も
気
を
付
け
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
の
よ
う
に
患
者
さ
ん
か
ら

の
ご
指
摘
で
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
ご
意
見
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
院
内
で
協
議

し
更
に
良
い
病
院
に
な
れ
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
今
後
も
多
く
の

方
々
に
こ
の
よ
う
に
感
じ

て
頂
け
る
よ
う
接
遇
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ご意見回 答

ご意見回 答

回 答 ご意見
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1～ 3月 院外

12/23 院内 クリスマスコンサートとコーラス部の病棟訪問が行われました

院内ギャラリーでは数々の作品展が開催されました

ＴＳＢテレビ信州「奥さまはホームドクター」に当院から 3人の医師が出演しました

　
12
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
か

ら
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
、

昨
年
同
様
に
「
林
チ
エ
コ
・
ト
リ

オ
」
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
勢
の
皆
さ
ん
が
プ

ロ
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
午
後
５
時
か
ら
は
、
当
院
コ
ー

ラ
ス
部
の
病
棟
訪
問
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
病
棟
を
順
に
回
っ

て
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
お
届
け

し
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
を
病
院

で
過
ご
さ
れ
る
患
者
様
に
さ
さ
や

か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

■
Ⅰ
月
10
日
よ
り
2
月
13
日

ま
で
、Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野
、

Ｊ
Ａ
生
活
文
化
教
室
の
作
品

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
展
は
、Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
長
野
で
組
合
員
と
地

域
住
民
の
生
き
が
い
つ
く
り

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る

「
生
活
文
化
教
室
」
の
生
徒

さ
ん
の
作
品
で
す
。
今
回
は

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
と
絵

手
紙
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
い
ず
れ
も
素

晴
ら
し
い
作
品

ば
か
り
で
、
立

ち
止
ま
っ
て
見

と
れ
て
い
る
方

が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
ま
し
た
。

■
２
月
18
日
よ
り
２

週
間
、
近
隣
の
「
円

福
幼
稚
園
」
の
園
児

画
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
年
長
組
の
園
児

さ
ん
、
前
半
と
後
半

に
分
け
て
40
数
点
ず

つ
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
自
由
に
の
び
の

び
と
描
か
れ
た
作
品

は
、
多
く
の
方
々
が

見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
子
供
の
絵
は
み

な
天
才
で
す
。

■
３
月
4
日
よ
り

地
元
篠
ノ
井
の「
川

柳
や
よ
い
展
」
を

行
い
ま
し
た
。
主

宰
者
か
ら
は
「
川

柳
を
通
し
多
く
の

人
と
交
流
を
願
っ

て
、
ふ
れ
あ
い
展

示
会
を
行
っ
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と

で
、
数
々
の
作
品

を
展
示
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
病

院
を
詠
ん
だ
川
柳

も
あ
り
、
作
者
の

心
情
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

■
２
月
５
日
か
ら
は
「
押
し
花
愛
好
会
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

40
点
以
上
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
愛
好
会
主
宰
の
方
か
ら
は
、「
押
し
花
の
魅
力
は
何
と
言
っ
て
も
、

四
季
折
々
の
草
花
を
自
然
の
美
し
さ
そ
の
ま
ま
に
、
色
鮮
や
か
に
長

期
に
わ
た
り
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
果
物
や
野
菜
も
か
わ

い
い
押
し
花
に
な
り
ま
す
　
ま

た
、
一
番
の
魅
力
は
押
花
を
通
じ

て
の
『
人
と
の
出
会
い
』
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
多
く
の
仲
間
が
絆
で

結
ば
れ
押
花
を
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。
記
念
の
花
、
お
気
に
入
り
の

花
、
庭
の
草
花
、
野
山

の
可
憐
な
花
々
を
使

い
、
思
い
を
こ
め
て

作
っ
た
作
品
で
す
。
少

し
で
も
癒
し
に
な
れ
ば

会
員
一
同
嬉
し
く
思
い

ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

Ｔ
Ｓ
Ｂ
テ
レ
ビ
信
州
で
お
な
じ
み
の
「
奥
様
は
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
15
時
50
分
か
ら
15
時
55
分
ま
で
放
送
。

　１
月
７
日
（
月
）
か
ら
11
日
（
金
）
ま
で

当
院
救
急
科
統
括
部
長
の
関
口
幸
男
先
生
が

出
演
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
異
物
窒
息
に

つ
い
て
」
で
し
た
。

　
異
物
の
誤
飲
で
最
も
危
険
な
の
は
、
喉
や

気
管
の
気
道
異
物
で
あ
り
、
窒
息
と
い
う
死

に
直
面
す
る
事
態
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
異

物
窒
息
は
、
病
院
で
な
く
て
も
対
応
で
き
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
対
処
法
を
知
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
異
物
の
種
類
や
、
異
物

窒
息
・
誤
飲
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
お
話
を

し
ま
し
た
。

　
１
月
28
日
（
月
）
か
ら
２
月
１
日
（
金
）

ま
で
。
当
院
副
院
長
、
脳
神
経
外
科
の
外

間
政
信
先
生
が
出
演
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
く
も
膜
下
出
血
に
つ
い
て
」
で
し
た
。

　
く
も
膜
下
出
血
は
頭
蓋
骨
の
内
部
に
出

血
す
る
病
気
で
、
脳
卒
中
と
呼
ば
れ
て
い

る
病
気
の
一
つ
で
す
。
く
も
膜
下
出
血
に

な
る
と
、頭
痛
や
吐
き
気
、麻
痺
、め
ま
い
、

意
識
障
害
な
ど
の
症
状
が
突
然
現
れ
ま

す
。
く
も
膜
下
出
血
の
症
状
や
原
因
、
予

防
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。

　
３
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
循
環
器
科
部

長
の
矢
彦
沢
久
美
子
先
生
が
出
演
し
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
」

で
す
。
こ
れ
は
、
主
に
腕
や
足
の
動
脈
が

動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
狭
く
な
っ
た
り
、
閉

塞
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
る
病
気
で
す
。
こ
の
病
気
に
な
る
危

険
性
が
特
に
高
い
の
は
、
糖
尿
病
・
高
血

圧
症
・
高
脂
血
症
に
か
か
っ
て
い
る
人
等

で
す
。
症
状
や
、
検
査
、
治
療
、
予
防
方

法
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
た
。

※

放
送
を
見
逃
し
た
方
は
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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病
院
に
対
す
る
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
下
さ
い

み
な
さ
ま
か
ら
の

ご
意
見

　
私
た
ち
は
、
昭
和
42
年
の
病
院
開
設
以
来
、
地
域
の
皆
様
の
命
と
健
康
を
守
る
べ
く
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
包
括
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
患
者
様
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
さ
ら
に
よ
り
良
い
医
療
の
あ
り
方
を
考
え
実

践
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

診
察
時
の
対
応

　
診
察
中
に
パ
ソ
コ
ン
ば
か
り
見

て
い
て
患
者
を
見
な
い
医
師
が
い
る
の
で

改
善
し
て
ほ
し
い
。

      

手
す
り
が
欲
し
か
っ
た

　手
術
を
終
え
退
院
し
た
時
の
事
で

し
た
。
家
族
に
支
え
ら
れ
て
玄
関
北

側
の
歩
道
へ
降
り
る
石
段
で
足
が
弱

く
な
っ
て
い
た
の
で
転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
家

族
や
傍
ら
に
居
ら
れ
た
看
護
師
に
支
え
ら
れ
て
立

ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
そ

の
時
私
が
「
こ
こ
に
手
す

り
が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
後

手
す
り
が
取
り
付
け
ら
れ

た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は

深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

親
切
に
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　救
急
車
で
運
ば
れ
、
検
査
等
手
早
く

手
当
て
を
し
て
頂
き
退
院
に
な
り
ま
し

た
。
入
院
中
は
医
師
を
は
じ
め
看
護
師

の
方
々
に
大
変
親
切
に
し
て
頂
き
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
は
も
と
よ
り
、
モ
ッ
プ
が
け
の
皆

様
に
も
言
葉
が
け
か
ら
親
切
で
本
当
に

有
り
難
く
思
い
ま
し
た
。
患
者
も
様
々

な
方
が
い
ま
す
が
全
員
が
温
か
く
接
し

ら
れ
て
い
る
の
を
拝
見
す
る
と
頭
が
下

が
り
ま
す
。

　ご
意
見

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
す
。
診
療
内
容
を
電
子
媒
体
に
記
録
し

て
い
る
た
め
必
然
的
に
パ
ソ
コ
ン
に
目
を

向
け
る
こ
と
は
多
く
な
り
ま
す
。
今
ま
で

も
意
識
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん

に
今
回
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
今
後
も
気
を
付
け
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
の
よ
う
に
患
者
さ
ん
か
ら

の
ご
指
摘
で
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
ご
意
見
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
院
内
で
協
議

し
更
に
良
い
病
院
に
な
れ
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
今
後
も
多
く
の

方
々
に
こ
の
よ
う
に
感
じ

て
頂
け
る
よ
う
接
遇
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ご意見回 答

ご意見回 答

回 答 ご意見
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1～ 3月 院外

12/23 院内 クリスマスコンサートとコーラス部の病棟訪問が行われました

院内ギャラリーでは数々の作品展が開催されました

ＴＳＢテレビ信州「奥さまはホームドクター」に当院から 3人の医師が出演しました

　
12
月
23
日
（
土
）
午
後
２
時
か

ら
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
、

昨
年
同
様
に
「
林
チ
エ
コ
・
ト
リ

オ
」
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
勢
の
皆
さ
ん
が
プ

ロ
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
午
後
５
時
か
ら
は
、
当
院
コ
ー

ラ
ス
部
の
病
棟
訪
問
演
奏
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
病
棟
を
順
に
回
っ

て
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
お
届
け

し
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
を
病
院

で
過
ご
さ
れ
る
患
者
様
に
さ
さ
や

か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

■
Ⅰ
月
10
日
よ
り
2
月
13
日

ま
で
、Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
長
野
、

Ｊ
Ａ
生
活
文
化
教
室
の
作
品

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
展
は
、Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
長
野
で
組
合
員
と
地

域
住
民
の
生
き
が
い
つ
く
り

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る

「
生
活
文
化
教
室
」
の
生
徒

さ
ん
の
作
品
で
す
。
今
回
は

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
と
絵

手
紙
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
い
ず
れ
も
素

晴
ら
し
い
作
品

ば
か
り
で
、
立

ち
止
ま
っ
て
見

と
れ
て
い
る
方

が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
ま
し
た
。

■
２
月
18
日
よ
り
２

週
間
、
近
隣
の
「
円

福
幼
稚
園
」
の
園
児

画
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
年
長
組
の
園
児

さ
ん
、
前
半
と
後
半

に
分
け
て
40
数
点
ず

つ
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
自
由
に
の
び
の

び
と
描
か
れ
た
作
品

は
、
多
く
の
方
々
が

見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
子
供
の
絵
は
み

な
天
才
で
す
。

■
３
月
4
日
よ
り

地
元
篠
ノ
井
の「
川

柳
や
よ
い
展
」
を

行
い
ま
し
た
。
主

宰
者
か
ら
は
「
川

柳
を
通
し
多
く
の

人
と
交
流
を
願
っ

て
、
ふ
れ
あ
い
展

示
会
を
行
っ
て
い

ま
す
」
と
の
こ
と

で
、
数
々
の
作
品

を
展
示
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
病

院
を
詠
ん
だ
川
柳

も
あ
り
、
作
者
の

心
情
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

■
２
月
５
日
か
ら
は
「
押
し
花
愛
好
会
作
品
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

40
点
以
上
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
愛
好
会
主
宰
の
方
か
ら
は
、「
押
し
花
の
魅
力
は
何
と
言
っ
て
も
、

四
季
折
々
の
草
花
を
自
然
の
美
し
さ
そ
の
ま
ま
に
、
色
鮮
や
か
に
長

期
に
わ
た
り
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
果
物
や
野
菜
も
か
わ

い
い
押
し
花
に
な
り
ま
す
　
ま

た
、
一
番
の
魅
力
は
押
花
を
通
じ

て
の
『
人
と
の
出
会
い
』
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
多
く
の
仲
間
が
絆
で

結
ば
れ
押
花
を
楽
し
ん
で
お
り
ま

す
。
記
念
の
花
、
お
気
に
入
り
の

花
、
庭
の
草
花
、
野
山

の
可
憐
な
花
々
を
使

い
、
思
い
を
こ
め
て

作
っ
た
作
品
で
す
。
少

し
で
も
癒
し
に
な
れ
ば

会
員
一
同
嬉
し
く
思
い

ま
す
。」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

Ｔ
Ｓ
Ｂ
テ
レ
ビ
信
州
で
お
な
じ
み
の
「
奥
様
は
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
」

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
15
時
50
分
か
ら
15
時
55
分
ま
で
放
送
。

　１
月
７
日
（
月
）
か
ら
11
日
（
金
）
ま
で

当
院
救
急
科
統
括
部
長
の
関
口
幸
男
先
生
が

出
演
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
異
物
窒
息
に

つ
い
て
」
で
し
た
。

　
異
物
の
誤
飲
で
最
も
危
険
な
の
は
、
喉
や

気
管
の
気
道
異
物
で
あ
り
、
窒
息
と
い
う
死

に
直
面
す
る
事
態
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
異

物
窒
息
は
、
病
院
で
な
く
て
も
対
応
で
き
る

こ
と
が
多
い
た
め
、
対
処
法
を
知
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
異
物
の
種
類
や
、
異
物

窒
息
・
誤
飲
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
お
話
を

し
ま
し
た
。

　
１
月
28
日
（
月
）
か
ら
２
月
１
日
（
金
）

ま
で
。
当
院
副
院
長
、
脳
神
経
外
科
の
外

間
政
信
先
生
が
出
演
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
く
も
膜
下
出
血
に
つ
い
て
」
で
し
た
。

　
く
も
膜
下
出
血
は
頭
蓋
骨
の
内
部
に
出

血
す
る
病
気
で
、
脳
卒
中
と
呼
ば
れ
て
い

る
病
気
の
一
つ
で
す
。
く
も
膜
下
出
血
に

な
る
と
、頭
痛
や
吐
き
気
、麻
痺
、め
ま
い
、

意
識
障
害
な
ど
の
症
状
が
突
然
現
れ
ま

す
。
く
も
膜
下
出
血
の
症
状
や
原
因
、
予

防
方
法
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。

　
３
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
循
環
器
科
部

長
の
矢
彦
沢
久
美
子
先
生
が
出
演
し
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
」

で
す
。
こ
れ
は
、
主
に
腕
や
足
の
動
脈
が

動
脈
硬
化
に
よ
っ
て
狭
く
な
っ
た
り
、
閉

塞
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
る
病
気
で
す
。
こ
の
病
気
に
な
る
危

険
性
が
特
に
高
い
の
は
、
糖
尿
病
・
高
血

圧
症
・
高
脂
血
症
に
か
か
っ
て
い
る
人
等

で
す
。
症
状
や
、
検
査
、
治
療
、
予
防
方

法
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
た
。

※

放
送
を
見
逃
し
た
方
は
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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医
事
課
よ
り

お
知
ら
せ

初診で受診する際は「かかりつけ医」からの

「紹介状」をお持ちになって下さい。

「かかりつけ医」から紹介状を FAXしていただくと、直接来
院し受診された場合に比べ待ち時間が短縮されます。また、
平成25年4月より初診時保険外療養費を3,000円に変更させ
ていただきます。 外

来
受
診
時
の
待
ち
時
間
に
つ
い
て

初診時における受付から診察までの待ち時間

初診時の状況 待ち時間（概ね）
１．紹介状が FAXされ予約で来院した場合　　　　30分～１時間

２．紹介状を持参したが予約無しで来院した場合　　１時間～

３．紹介状無しで直接来院した場合　　　　　　　　３時間～

　受診科、外来の状況、救急患者様対応時、検査内容等により待
ち時間が長くなる場合があることをご了承下さい。
　但し、具合の悪い方は、各科外来窓口等にてお申し出下さい。
優先的に診療をいたします。

尚、外来患者様の待ち時間短縮には、今後も努力してまいります。
平成25年3月

篠ノ井総合病院

　
　

　「
あ
い
ま
つ
り
」

　
　開
催
の
お
知
ら
せ

４
月
14
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
4
時

19 18

TOPICS  トピックス

●
テ
ー
マ

　「再
構
築
元
年
〜
地
域
が
必
要
と
す
る
基
幹

　病
院
を
目
指
し
て
」

●
特
別
講
演

　「サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
は
幸
福
見
つ
け
の
達
　

　人
揃
い
」

　「サ
ザ
エ
さ
ん
」
の
マ
ス
オ
さ
ん
役
声
優

　増
岡

　弘
さ
ん

●
講
演

　「糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
か
」

　篠
ノ
井
総
合
病
院
内
分
泌
代
謝
科
統
括
部
長

　片
倉
正
文

　「は
じ
め
よ
う
！
太
り
ず
ら
く
し
て
身
体
に
良
　

　い
！
」
　〜
実
践
時
間
栄
養
学
ダ
イ
エ
ッ
ト
〜

　篠
ノ
井
総
合
病
院
栄
養
科
主
任
管
理
栄
養
士

　西
澤

　恵

●
病
院
祭
前
日
企
画

　４
月
13
日
（
土
）
午
前
11
時
〜
午
後
1
時
、
　篠
ノ
井
市

民
会
館
に
て
「
骨
と
関
節
」
の
講
演
会
を
開
催
い
た
し
　

ま
す
。
講
師
は
、
当
院
整
形
外
科
部
長
　丸
山
正
昭
先
生

で
す
。
骨
粗
鬆
症
と
股
関
節
疾
患
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
し

ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
ど
な
た
で
も
ご
参

加
で
き
ま
す
。

　お誘い
合わせの上、    

ぜひお越し

 ください。

第
16
回 院内ＱＣ発表会開催　そして当院代表が長野県大会で最優秀賞を受賞しました。

各種の院内研修会が行われています。

ＪＡグリーン長野女性部様より寄付をいただきました

■
院
内
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
発
表
会
は
１
９
９
１

年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
、
今
年
で
第
22
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
発
表
数
は
、
25
サ
ー
ク
ル
か
ら
の

発
表
で
し
た
。
内
訳
は
、
病
棟
・
外
来
か
ら

15
サ
ー
ク
ル
、
診
療
協
力
部
か
ら
６
サ
ー
ク

ル
、
管
理
部
か
ら
１
サ
ー
ク
ル
。
そ
し
て
、

業
務
委
託
し
て
い
る
サ
マ
ン
サ
ジ
ャ
パ
ン
か

ら
３
サ
ー
ク
ル
で
し
た
。
午
後
２
時
か
ら
の

発
表
会
は
、
２
回
の
休
憩
を
挟
ん
で
19
時
近

く
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
、
最

優
秀
賞：医
事
課
、優
秀
賞：新
館
４
階
病
棟
、

優
良
賞：外
来
部
門
、特
別
賞：西
３
階
病
棟
、

敢
闘
賞
：
南
３
階
病
棟
、
い
ず
れ
も
１
年
間

を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
に
つ
い

て
、
熱
心
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

■
そ
し
て
最
優
秀
賞
の
医
事
課
チ
ー
ム
が
長
野
県
大
会
へ
と
進
み
ま
し
た
。

第
25
回
を
迎
え
た
厚
生
連
Ｑ
Ｃ
発
表
会
大
会
が
３
月
６
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
病
院
で
の
Ｑ
Ｃ
大
会
で
優
秀
賞
に
輝
い
た
サ
ー
ク
ル
ば
か
り
が

集
ま
っ
た
県
大
会
で
す
。
全
部
で
11
の
サ
ー
ク
ル
が
参
加
し
ま
し
た
。
さ

す
が
に
各
病
院
代
表
の
サ
ー
ク
ル
ば
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
す
ば
ら
し
い
発
表

が
続
き
ま
し
た
。
全
て
の
発
表
が
終
わ
り
、
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
て
結

果
は
、
最
優
秀
賞
　
篠
ノ
井
総
合
病
院
、
サ
ー
ク
ル
名
「
Ｕ
ー
23
」、
テ
ー

マ
「
診
察
券
の
ム
ダ
な
発
行
、
破
棄
を
な
く
そ
う
！
」・
優
秀
賞
　
鹿
教
湯

三
才
山
病
院
、
サ
ー
ク
ル
名
「
ド
リ
ー

ム
カ
ム
ス
カ
イ
ツ
ル
ー
」、
テ
ー
マ
「
介

護
環
境
改
善
の
取
組
み
〜
リ
フ
タ
ー
を

使
い
た
く
な
る
環
境
を
目
指
し
て
」

・
感
動
賞
　
篠
ノ
井
総
合
病
院
Ｕ
ー
23

チ
ー
ム
　（
聴
講
者
全
員
に
よ
る
投
票
）

　
　

　
Ｑ
Ｃ
活
動
は
、
こ
の
よ
う
な
大
会
で

最
優
秀
賞
を
頂
く
た
め
に
行
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
各
病
院
各

職
場
で
の
幾
多
の
改
善
活
動
を
根
付
か

せ
、
安
心
安
全
な
医
療
を
行
っ
て
い
く

た
め
の
文
化
を
確
立
さ
せ
る
た
め
の
も

の
で
す
。
今
回
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
り
、

今
後
の
励
み
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　年
間
を
通
じ
て
職
員
へ
の
研
修
会
は
各
種
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て

専
門
的
な
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
医
療
の

質
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。

■
３
月
４
日
「
院
内
医
療
安

全
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
「
病
院
内
転

倒
予
防
対
策
〜
職
員
の
リ
ス

ク
感
性
統
一
を
目
指
し
て

〜
」
の
テ
ー
マ
で
、
松
山
市

民
病
院
転
倒
予
防
対
策
チ
ー

ム
の
平
井
　
覚
先
生
に
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
写

真
上
）

■
３
月
８
日
「
院
内
が
ん
緩

和
医
療
・
緩
和
ケ
ア
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
「CARE for CAREGIVER 

〜
そ
の
人
ら
し
く
、
あ
た
な

た
ら
し
く
〜
」
の
テ
ー
マ
で
、
元
滋
賀
医
科
大
学
家
庭

医
療
学
講
座
准
教
授
、
緩

和
ケ
ア
医
の
田
村
祐
樹
先

生
の
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。（
写
真
下
）

■
３
月
11
日
（
月
）、
衛

生
委
員
会
、
教
育
委
員
会
、

医
療
安
全
委
員
会
主
催
の

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
働
き
盛
り
世

代
の
心
身
の
健
康
」
と
題

し
て
、
公
益
財
団
法
人
身

体
教
育
医
学
研
究
所
の
朴

相
俊
先
生
（
写
真
上
）
に

ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

■
３
月
18
日
に
地
元
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
長
野
の
篠
ノ
井
総
支

部
、
川
中
島
総
支
部
の
女
性

部
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
を
い

た
だ
き
、
病
院
で
贈
呈
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
女
性
部
の
皆
さ
ん
は
、
地

域
に
根
ざ
し
た
助
け
合
い
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年

開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
祭
に
お
い

て
福
祉
バ
ザ
ー
や
野
菜
販
売

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
そ

の
売
上
金
か
ら
少
し
で
も
病

院
の
役
に
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
寄
付
の
申
し
出
が
あ

り
ま
し
た
。

　
木
村
院
長
か
ら
は
、「
皆
様

の
善
意
を
汲
ん
で
院
内
の
医

療
器
具
等
の
整
備
を
し
、
病

院
を
訪
れ
る
患
者
さ
ん
の
た

め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

1～ 3月 院外

1～ 3月 院内
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医
事
課
よ
り

お
知
ら
せ

初診で受診する際は「かかりつけ医」からの

「紹介状」をお持ちになって下さい。

「かかりつけ医」から紹介状を FAXしていただくと、直接来
院し受診された場合に比べ待ち時間が短縮されます。また、
平成25年4月より初診時保険外療養費を3,000円に変更させ
ていただきます。 外

来
受
診
時
の
待
ち
時
間
に
つ
い
て

初診時における受付から診察までの待ち時間

初診時の状況 待ち時間（概ね）
１．紹介状が FAXされ予約で来院した場合　　　　30分～１時間

２．紹介状を持参したが予約無しで来院した場合　　１時間～

３．紹介状無しで直接来院した場合　　　　　　　　３時間～

　受診科、外来の状況、救急患者様対応時、検査内容等により待
ち時間が長くなる場合があることをご了承下さい。
　但し、具合の悪い方は、各科外来窓口等にてお申し出下さい。
優先的に診療をいたします。

尚、外来患者様の待ち時間短縮には、今後も努力してまいります。
平成25年3月

篠ノ井総合病院

　
　

　「
あ
い
ま
つ
り
」

　
　開
催
の
お
知
ら
せ

４
月
14
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
4
時

19 18

TOPICS  トピックス

●
テ
ー
マ

　「再
構
築
元
年
〜
地
域
が
必
要
と
す
る
基
幹

　病
院
を
目
指
し
て
」

●
特
別
講
演

　「サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
は
幸
福
見
つ
け
の
達
　

　人
揃
い
」

　「サ
ザ
エ
さ
ん
」
の
マ
ス
オ
さ
ん
役
声
優

　増
岡

　弘
さ
ん

●
講
演

　「糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
か
」

　篠
ノ
井
総
合
病
院
内
分
泌
代
謝
科
統
括
部
長

　片
倉
正
文

　「は
じ
め
よ
う
！
太
り
ず
ら
く
し
て
身
体
に
良
　

　い
！
」
　〜
実
践
時
間
栄
養
学
ダ
イ
エ
ッ
ト
〜

　篠
ノ
井
総
合
病
院
栄
養
科
主
任
管
理
栄
養
士

　西
澤

　恵

●
病
院
祭
前
日
企
画

　４
月
13
日
（
土
）
午
前
11
時
〜
午
後
1
時
、
　篠
ノ
井
市

民
会
館
に
て
「
骨
と
関
節
」
の
講
演
会
を
開
催
い
た
し
　

ま
す
。
講
師
は
、
当
院
整
形
外
科
部
長
　丸
山
正
昭
先
生

で
す
。
骨
粗
鬆
症
と
股
関
節
疾
患
に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
し

ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
ど
な
た
で
も
ご
参

加
で
き
ま
す
。

　お誘い
合わせの上、    

ぜひお越し

 ください。

第
16
回 院内ＱＣ発表会開催　そして当院代表が長野県大会で最優秀賞を受賞しました。

各種の院内研修会が行われています。

ＪＡグリーン長野女性部様より寄付をいただきました

■
院
内
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
発
表
会
は
１
９
９
１

年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
、
今
年
で
第
22
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
発
表
数
は
、
25
サ
ー
ク
ル
か
ら
の

発
表
で
し
た
。
内
訳
は
、
病
棟
・
外
来
か
ら

15
サ
ー
ク
ル
、
診
療
協
力
部
か
ら
６
サ
ー
ク

ル
、
管
理
部
か
ら
１
サ
ー
ク
ル
。
そ
し
て
、

業
務
委
託
し
て
い
る
サ
マ
ン
サ
ジ
ャ
パ
ン
か

ら
３
サ
ー
ク
ル
で
し
た
。
午
後
２
時
か
ら
の

発
表
会
は
、
２
回
の
休
憩
を
挟
ん
で
19
時
近

く
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査
結
果
は
、
最

優
秀
賞：医
事
課
、優
秀
賞：新
館
４
階
病
棟
、

優
良
賞：外
来
部
門
、特
別
賞：西
３
階
病
棟
、

敢
闘
賞
：
南
３
階
病
棟
、
い
ず
れ
も
１
年
間

を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
に
つ
い

て
、
熱
心
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

■
そ
し
て
最
優
秀
賞
の
医
事
課
チ
ー
ム
が
長
野
県
大
会
へ
と
進
み
ま
し
た
。

第
25
回
を
迎
え
た
厚
生
連
Ｑ
Ｃ
発
表
会
大
会
が
３
月
６
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
病
院
で
の
Ｑ
Ｃ
大
会
で
優
秀
賞
に
輝
い
た
サ
ー
ク
ル
ば
か
り
が

集
ま
っ
た
県
大
会
で
す
。
全
部
で
11
の
サ
ー
ク
ル
が
参
加
し
ま
し
た
。
さ

す
が
に
各
病
院
代
表
の
サ
ー
ク
ル
ば
か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
す
ば
ら
し
い
発
表

が
続
き
ま
し
た
。
全
て
の
発
表
が
終
わ
り
、
厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
て
結

果
は
、
最
優
秀
賞
　
篠
ノ
井
総
合
病
院
、
サ
ー
ク
ル
名
「
Ｕ
ー
23
」、
テ
ー

マ
「
診
察
券
の
ム
ダ
な
発
行
、
破
棄
を
な
く
そ
う
！
」・
優
秀
賞
　
鹿
教
湯

三
才
山
病
院
、
サ
ー
ク
ル
名
「
ド
リ
ー

ム
カ
ム
ス
カ
イ
ツ
ル
ー
」、
テ
ー
マ
「
介

護
環
境
改
善
の
取
組
み
〜
リ
フ
タ
ー
を

使
い
た
く
な
る
環
境
を
目
指
し
て
」

・
感
動
賞
　
篠
ノ
井
総
合
病
院
Ｕ
ー
23

チ
ー
ム
　（
聴
講
者
全
員
に
よ
る
投
票
）

　
　

　
Ｑ
Ｃ
活
動
は
、
こ
の
よ
う
な
大
会
で

最
優
秀
賞
を
頂
く
た
め
に
行
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
各
病
院
各

職
場
で
の
幾
多
の
改
善
活
動
を
根
付
か

せ
、
安
心
安
全
な
医
療
を
行
っ
て
い
く

た
め
の
文
化
を
確
立
さ
せ
る
た
め
の
も

の
で
す
。
今
回
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
り
、

今
後
の
励
み
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　年
間
を
通
じ
て
職
員
へ
の
研
修
会
は
各
種
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
外
部
か
ら
講
師
を
招
い
て

専
門
的
な
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
医
療
の

質
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
で
す
。

■
３
月
４
日
「
院
内
医
療
安

全
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
「
病
院
内
転

倒
予
防
対
策
〜
職
員
の
リ
ス

ク
感
性
統
一
を
目
指
し
て

〜
」
の
テ
ー
マ
で
、
松
山
市

民
病
院
転
倒
予
防
対
策
チ
ー

ム
の
平
井
　
覚
先
生
に
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
写

真
上
）

■
３
月
８
日
「
院
内
が
ん
緩

和
医
療
・
緩
和
ケ
ア
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
「CARE for CAREGIVER 

〜
そ
の
人
ら
し
く
、
あ
た
な

た
ら
し
く
〜
」
の
テ
ー
マ
で
、
元
滋
賀
医
科
大
学
家
庭

医
療
学
講
座
准
教
授
、
緩

和
ケ
ア
医
の
田
村
祐
樹
先

生
の
講
演
を
頂
き
ま
し

た
。（
写
真
下
）

■
３
月
11
日
（
月
）、
衛

生
委
員
会
、
教
育
委
員
会
、

医
療
安
全
委
員
会
主
催
の

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
働
き
盛
り
世

代
の
心
身
の
健
康
」
と
題

し
て
、
公
益
財
団
法
人
身

体
教
育
医
学
研
究
所
の
朴

相
俊
先
生
（
写
真
上
）
に

ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

■
３
月
18
日
に
地
元
Ｊ
Ａ
グ

リ
ー
ン
長
野
の
篠
ノ
井
総
支

部
、
川
中
島
総
支
部
の
女
性

部
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
を
い

た
だ
き
、
病
院
で
贈
呈
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
女
性
部
の
皆
さ
ん
は
、
地

域
に
根
ざ
し
た
助
け
合
い
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年

開
催
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
祭
に
お
い

て
福
祉
バ
ザ
ー
や
野
菜
販
売

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
そ

の
売
上
金
か
ら
少
し
で
も
病

院
の
役
に
立
て
て
い
た
だ
き

た
い
と
寄
付
の
申
し
出
が
あ

り
ま
し
た
。

　
木
村
院
長
か
ら
は
、「
皆
様

の
善
意
を
汲
ん
で
院
内
の
医

療
器
具
等
の
整
備
を
し
、
病

院
を
訪
れ
る
患
者
さ
ん
の
た

め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

1～ 3月 院外

1～ 3月 院内

3/18 院内
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